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　2017年度の関西大学博物館実習は、受講者51名で、内訳は表の通りである。博物館実習のカリ
キュラムは、後掲の「2017年度関西大学博物館実習日程」のとおり実施した。関西大学では博物
館実習を通年授業として設けており、金曜日の ４ 時限〜 5 時限のクラスと、土曜の ４ 時限〜 5 時
限のクラスが、それぞれ学内での博物館実習と学外見学実習を行っている。
　春学期には、「資料の基礎的な取り扱い」から「資料の梱包」、「資料の調書の取り方」へと段階
的に実習し、あわせて月に 1 度程度日曜日を利用した近畿圏の博物館・美術館施設の見学実習を
行ない、博物館における学芸業務全般についての基礎的な知識の習得を行うようにしている。
　秋学期には、実習生による「関西大学博物館実習展」の開催に向けて具体的な作業を行う。こ
の「博物館実習展示会」は、習得した学芸業務についての知識と経験、受講生の専門分野や興味
を基に、グループを結成して準備、実施する展示会で、博物館実習の集大成としての行事である。
今年度は、学生グループが自主的に ４ つのテーマ設定し、展示資料の借用交渉と展示方法などの
折衝を続け、充実した内容での展示会を実施することができた。内容と来館者アンケートの結果
を、実習展の報告として収録した。
　実習展終了後には、博物館関連科学や研究活動についての実習と講義、講義最終日は実習の反
省会を開催して、2017年度の博物館実習のカリキュラムを終了した。
　2017年度の博物館実習担当教員は、本学教員とともに博物館・美術館や研究機関、行政機関に
所属される学芸員、専門担当者を委嘱してあたった。
2017年度　担当教員
米田文孝　文学部教授 森　隆男　文学部教授
黒田一充　文学部教授 西本昌弘　文学部教授
原田正俊　文学部教授 井上主税　文学部准教授　
橋寺知子　環境都市工学部准教授
明尾圭造　大阪商業大学商業史博物館 一瀬和夫　京都橘大学教授
伊藤健司　元興寺文化財研究所 河合正人　元あやめ池自然博物館
河内晋平　東京芸術大学大学院映像研究科 北川博子　あべのハルカス美術館
合田茂伸　西宮市立郷土資料館 佃　一輝　一茶菴宗家
寺西貞弘　元和歌山市立博物館館長 藤枝宏治　藤枝春月（表具工房）
藤尾隆志　神戸大学経済経営研究所 文珠省三　大阪歴史博物館
山内紀嗣　天理大学附属天理参考館
熊　博毅　関西大学博物館 山口卓也　関西大学博物館
伊藤信明　関西大学年史編纂室
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 2017年度博物館実習受講者数
全体
学 部
３ 年次 ４ 年次 合計
法 学 部 0 0 0
文 学 部 ３2 ４ ３６
経 済 学 部 0 0 0
商 学 部 0 0 0
社 会 学 部 1 0 1
政策創造学部 1 0 1
外 国 語 学 部 0 0 0
総 合 情 報 0 0 0
社会安全学部 0 0 0
理 工 系 学 部 0 0 0
小　計 ３４ ４ ３8
大 学 院 5
科 目 等 履 修 生 8
総　　合　　計 51
院・学部・年次別 ３ 年次 ４ 年次 大学院 科目等 合計
1 組（金曜日） ３1 0 0 0 ３1
2 組（土曜日） 2 5 5 8 20
合　計 ３３ 5 5 8 51
男女比 男子 女子 合計
1 組（金曜日） ９ 22 ３1
2 組（土曜日） 12 8 20
2017年度博物館実習展風景
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（
　
土
　
曜
　
）
　
　
日
Ａ
班
Ｂ
班
日
Ａ
班
Ｂ
班
　
　
２
組
：
土
曜
日
　
４
・
５
時
限
　
（
14
：
40
～
17
：
50
）
9/
日
拓
本
の
取
り
方
展
示
評
価
（
実
習
展
の
振
り
返
り
）
25
/土
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
学
生
に
よ
る
自
主
作
業
）
資
料
の
借
用
と
運
送
の
現
状
（
休
講
）
2/
水
・
3/
木
7/
土
４ 限
13
/金
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
実
習
展
で
の
資
料
借
用
と
梱
包
）
14
/土
展
示
計
画
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
展
示
の
技
術
／
展
示
に
関
わ
る
経
費
計
画
５ 限
資
料
写
真
撮
影
の
目
的
と
方
法
 実
習
展
の
た
め
の
自
主
作
業
は
可
能
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
の
展
示
刀
剣
の
取
り
扱
い
の
基
礎
と
方
法
22
/金
刀
剣
の
取
り
扱
い
の
基
礎
と
方
法
5 28 9
27
/金
夏
季
休
業
中
3/
金
12
/日
～
17
/金
24
/金
6/
金
４ 限 ５ 限
10
/金
16
/日
3/
木
-
5/
土
29
/金
13
/火 ～
１
組
・
２
組
全
員
16
/金
４ 限
19
/金
締
切
1組
・
２
組
全
員
10
22
/金
15
/金
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
学
生
に
よ
る
自
主
作
業
）
（
休
講
）
20
/金
博
物
館
の
普
及
広
報
と
情
報
化
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
21
/土
博
物
館
の
普
及
広
報
と
情
報
化
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
26
/日
1/
金
文
化
遺
産
と
し
て
の
建
造
物
2/
土
文
化
遺
産
と
し
て
の
建
造
物
3/
日
11
/土
6 7
6/
土
１
年
間
の
反
省
　
・
　
学
芸
員
の
課
題
第
１
学
舎
１
号
館
Ａ
50
2教
室
3/
土
お
　
茶
　
と
　
文
　
化
9/
金
資
料
取
り
扱
い
・
鑑
賞
　
（
　
茶
　
室
　
）
10
/土
資
料
取
り
扱
い
・
鑑
賞
　
（
　
茶
　
室
　
）
誠
之
館
３
号
館
和
室
（
茶
室
）
11
/日
1211
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
学
生
に
よ
る
自
主
作
業
）
展
示
評
価
（
実
習
展
の
振
り
返
り
）
16
/土
表
具
の
取
り
扱
い
と
保
存
技
術
7/
金
表
具
の
取
り
扱
い
と
保
存
技
術
博
物
館
に
お
け
る
資
料
研
究
（
休
講
）
資
料
の
借
用
と
運
送
の
現
状
資
料
写
真
撮
影
の
目
的
と
方
法
30
/土
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
実
習
展
で
の
資
料
借
用
と
梱
包
）
博
物
館
に
お
け
る
資
料
研
究
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
の
展
示
展
示
計
画
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
展
示
の
技
術
／
展
示
に
関
わ
る
経
費
計
画
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
学
生
に
よ
る
自
主
作
業
）
23
/土
8/
土
28
/土
民
俗
資
料
の
取
り
扱
い
・
民
具
調
査
と
採
集
方
法
17
/土
４ 限
民
俗
資
料
の
取
り
扱
い
・
民
具
調
査
と
採
集
方
法
５ 限
文
書
資
料
の
取
り
扱
い
５ 限
文
書
資
料
の
取
り
扱
い
30
/金
夏
季
休
暇
中
の
日
程
表
配
布
及
び
実
習
展
の
説
明
・
班
編
成
23
/金
４ 限
展
覧
会
企
画
・
ポ
ス
タ
ー
作
成
24
/土
４ 限
展
覧
会
企
画
・
ポ
ス
タ
ー
作
成
５ 限
図
録
編
集
・
出
版
1/
土
夏
季
休
暇
中
の
日
程
表
配
布
及
び
実
習
展
の
説
明
・
班
編
成
５ 限
― 38 ―
2
0
1
7
.
4
.
1
担
当
者
全
員
担
当
者
全
員
第
１
学
舎
５
号
館
Ｅ
21
0教
室
寺
西
寺
西
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
河
合
河
合
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
西
本
・
文
珠
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
京
都
方
面
美
術
館
）
京
都
国
立
博
物
館
・
細
見
美
術
館
・
並
河
靖
之
七
宝
記
念
館
伊
藤
（
信
）
歴
史
資
料
の
取
り
扱
い
明
尾
美
術
資
料
の
取
り
扱
い
古
文
書
実
習
室
と
梱
包
の
仕
方
博
物
館
実
習
室
と
梱
包
の
仕
方
合
田
考
古
資
料
の
取
り
扱
い
伊
藤
(信
）
歴
史
資
料
の
取
り
扱
い
博
物
館
展
示
室
と
梱
包
の
仕
方
古
文
書
実
習
室
と
梱
包
の
仕
方
明
尾
美
術
資
料
の
取
り
扱
い
山
内
考
古
資
料
の
取
り
扱
い
北
川
美
術
資
料
の
取
り
扱
い
合
田
考
古
資
料
の
取
り
扱
い
博
物
館
実
習
室
と
梱
包
の
仕
方
博
物
館
展
示
室
と
梱
包
の
仕
方
博
物
館
実
習
室
と
梱
包
の
仕
方
博
物
館
展
示
室
と
梱
包
の
仕
方
山
内
考
古
資
料
の
取
り
扱
い
伊
藤
（
信
）
歴
史
資
料
の
取
り
扱
い
伊
藤
(信
）
歴
史
資
料
の
取
り
扱
い
北
川
美
術
資
料
の
取
り
扱
い
博
物
館
展
示
室
古
文
書
実
習
室
古
文
書
実
習
室
と
梱
包
の
仕
方
博
物
館
実
習
室
と
梱
包
の
仕
方
河
合
・
文
珠
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
　
自
然
観
察
　
）
自
然
観
察
・
自
然
系
博
物
館
西
川
北
川
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
佃
佃
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
佃
佃
誠
之
館
３
号
館
和
室
（
茶
室
）
伊
藤
（
信
）
・
田
中
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
選
択
制
①
）
国
立
文
楽
劇
場
　
第
33
回
文
楽
鑑
賞
教
室
（
古
典
芸
能
）
黒
田
黒
田
博
物
館
実
習
室
博
物
館
実
習
室
原
田
原
田
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
文
珠
文
珠
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
熊
熊
博
物
館
実
習
室
博
物
館
実
習
室
井
上
・
熊
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
　
近
郊
　
）
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
米
田
・
井
上
米
田
・
井
上
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
藤
枝
藤
枝
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
寺
西
・
文
珠
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
選
択
制
②
）
和
歌
山
市
立
博
物
館
・
和
歌
山
県
立
博
物
館
他
一
瀬
一
瀬
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
一
瀬
・
山
下
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
　
見
学
者
動
態
調
査
・
製
作
途
中
評
価
　
）
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
伊
藤
（
健
）
伊
藤
（
健
）
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
　
キ
ッ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
（
　
希
望
者
の
み
　
）
博
物
館
実
習
室
他
黒
田
・
文
珠
・
石
立
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
　
東
京
都
下
宿
泊
研
修
２
泊
３
日
　
）
東
京
国
立
博
物
館
・
江
戸
東
京
博
物
館
・
国
立
科
学
博
物
館
他
小
倉
・
伊
藤
（
信
）
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
選
択
制
③
）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
他
河
内
河
内
な
に
わ
研
セ
ミ
ナ
ー
室
な
に
わ
研
セ
ミ
ナ
ー
室
熊
熊
な
に
わ
研
セ
ミ
ナ
ー
室
な
に
わ
研
セ
ミ
ナ
ー
室
米
田
・
井
上
・
西
川
米
田
・
井
上
・
西
川
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
西
川
西
川
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
西
川
・
山
内
文
珠
・
合
田
博
物
館
展
示
室
博
物
館
展
示
室
黒
田
・
山
口
黒
田
・
山
口
博
物
館
展
示
室
博
物
館
展
示
室
西
川
・
山
内
文
珠
・
合
田
博
物
館
展
示
室
博
物
館
展
示
室
米
田
・
西
川
井
上
・
文
珠
博
物
館
展
示
室
博
物
館
展
示
室
担
当
者
全
員
（
講
評
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
　
　
習
　
　
展
　
　
　
10
：
00
～
16
：
00
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博
物
館
展
示
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
　
  
  
  
  
  
  
 　
　
　
　
講
　
評
　
（
11
/1
7 
 1
6：
20
～
17
：
50
）
 ・
撤
　
去
　
（
11
/1
7・
11
/1
8）
　
　
一
瀬
一
瀬
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
河
合
・
山
口
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
　
大
阪
府
下
自
然
系
博
物
館
　
）
自
然
系
博
物
館
橋
寺
橋
寺
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
橋
寺
・
石
立
 
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
　
大
阪
府
下
　
　
建
造
物
・
景
観
見
学
　
）
大
阪
歴
史
博
物
館
・
ま
ち
歩
き
山
内
山
内
な
に
わ
研
セ
ミ
ナ
ー
室
な
に
わ
研
セ
ミ
ナ
ー
室
西
本
小
倉
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
担
当
者
全
員
担
当
者
全
員
第
１
学
舎
５
号
館
Ｅ
21
0教
室
博
物
館
実
習
簿
及
び
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
　
　
　
  
  
 　
　
　
提
出
期
間
  
1/
12
～
1/
19
 〔
提
出
場
所
〕
〔
レ
ポ
ー
ト
論
題
〕
　
「
  
自
　
由
　
題
　
」
　
　
　
　
　
　
提
出
時
間
  
10
：
00
 ～
 1
6：
00
（
12
：
30
～
13
：
30
は
除
く
）
 博
物
館
事
務
室
Ａ
４
判
　
横
書
き
　
40
00
字
　
（
原
稿
用
紙
・
ワ
ー
プ
ロ
作
成
い
ず
れ
も
可
）
　
　
　
  
  
  
 　
 〔
受
取
場
所
〕
　
　
　
　
　
　
博
物
館
実
習
簿
及
び
レ
ポ
ー
ト
の
返
却
　
博
物
館
事
務
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
取
時
間
  
10
：
00
 ～
 1
6：
00
（
12
：
30
～
13
：
30
は
除
く
）
〔実
習
上
の
諸
注
意
〕
（1
）実
習
に
関
す
る
全
て
の
連
絡
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
「講
義
連
絡
」ま
た
は
「お
知
ら
せ
」に
て
行
う
の
で
、
実
習
の
あ
る
日
の
前
日
に
は
、
必
ず
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。
　
　
ま
た
、
休
日
に
実
施
す
る
実
習
・見
学
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
授
業
中
に
指
示
を
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
す
る
こ
と
。
　
　
〔イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
関
西
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(h
tt
p:
//
w
w
w
.k
an
sa
i-
u.
ac
.jp
)の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
下
に
あ
る
「イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」を
ク
リ
ッ
ク
し
て
閲
覧
く
だ
さ
い
。
〕
（2
）見
学
は
時
間
的
に
制
約
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
、
時
間
厳
守
で
集
合
の
こ
と
。
（3
）館
内
に
お
い
て
は
、
館
則
を
守
り
、
学
生
と
し
て
の
品
位
と
自
覚
が
必
要
。
ま
た
、
万
年
筆
・ボ
ー
ル
ペ
ン
等
は
使
用
し
な
い
こ
と
。
鉛
筆
の
み
可
能
。
（4
）実
習
簿
は
所
定
の
日
に
必
ず
提
出
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
配
付
し
た
資
料
・見
学
実
習
等
で
集
め
た
資
料
等
も
実
習
簿
に
フ
ァ
イ
ル
し
て
お
く
こ
と
。
ま
た
、
採
点
後
は
各
自
へ
返
却
す
る
の
で
必
ず
受
け
取
り
に
来
る
こ
と
。
　
　
月
　
１
　
組
　
　
　
　
　
（
　
金
　
曜
　
）
　
　
　
２
　
組
　
　
　
　
　
（
　
土
　
曜
　
）
　
　
日
Ａ
班
Ｂ
班
日
Ａ
班
Ｂ
班
4
ク
ラ
ス
編
成
、
実
習
簿
 ・
 日
程
表
配
布
 等
自
然
史
資
料
の
保
存
と
整
理
1
25
/日
展
示
開
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
20
/水
14
/金
展
示
開
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
米
田
・
井
上
・
明
尾
・
西
川
・
河
合
8/
金
拓
本
の
取
り
方
9/
土
4/
土
実
習
展
の
た
め
の
自
主
作
業
は
可
能
21
/金
22
/土
15
/土
月
　
１
　
組
　
　
　
　
　
（
　
金
　
曜
　
）
　
　
　
２
　
組
　
　
　
　
　
（
　
土
　
曜
　
）
　
　
日
Ａ
班
20
/土
21
/日
28
/金
27
/土
12
/金
１
年
間
の
反
省
　
・
　
学
芸
員
の
課
題
Ｂ
班
日
Ａ
班
Ｂ
班
2/
金
お
　
茶
　
と
　
文
　
化
図
録
編
集
・
出
版
美
術
・
工
芸
、
文
書
、
民
俗
・
考
古
資
料
の
調
書
の
取
り
方
第
１
学
舎
１
号
館
Ａ
50
2教
室
文
化
財
保
護
法
の
解
説
14
/金
15
/土
美
術
・
工
芸
、
文
書
、
民
俗
・
考
古
資
料
の
調
書
の
取
り
方
7/
金
ク
ラ
ス
編
成
、
実
習
簿
 ・
 日
程
表
配
布
 等
8/
土
21
/金
13
/土
26
/金
12
/金
文
化
財
保
護
法
の
解
説
自
然
史
資
料
の
保
存
と
整
理
22
/土
6/
土
23
/日
(　
29
/土
　
水
曜
日
授
業
　
）
19
/金
授
業
時
間
　
　
１
組
：
金
曜
日
　
４
・
５
時
限
　
（
14
：
40
～
17
：
50
）
月
　
１
　
組
　
　
　
　
　
（
　
金
　
曜
　
）
　
　
　
２
　
組
　
　
　
　
　
（
　
土
　
曜
　
）
　
　
日
Ａ
班
Ｂ
班
日
Ａ
班
Ｂ
班
　
　
２
組
：
土
曜
日
　
４
・
５
時
限
　
（
14
：
40
～
17
：
50
）
9/
日
拓
本
の
取
り
方
展
示
評
価
（
実
習
展
の
振
り
返
り
）
25
/土
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
学
生
に
よ
る
自
主
作
業
）
資
料
の
借
用
と
運
送
の
現
状
（
休
講
）
2/
水
・
3/
木
7/
土
４ 限
13
/金
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
実
習
展
で
の
資
料
借
用
と
梱
包
）
14
/土
展
示
計
画
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
展
示
の
技
術
／
展
示
に
関
わ
る
経
費
計
画
５ 限
資
料
写
真
撮
影
の
目
的
と
方
法
 実
習
展
の
た
め
の
自
主
作
業
は
可
能
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
の
展
示
刀
剣
の
取
り
扱
い
の
基
礎
と
方
法
22
/金
刀
剣
の
取
り
扱
い
の
基
礎
と
方
法
5 28 9
27
/金
夏
季
休
業
中
3/
金
12
/日
～
17
/金
24
/金
6/
金
４ 限 ５ 限
10
/金
16
/日
3/
木
-
5/
土
29
/金
13
/火 ～
１
組
・
２
組
全
員
16
/金
４ 限
19
/金
締
切
1組
・
２
組
全
員
10
22
/金
15
/金
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
学
生
に
よ
る
自
主
作
業
）
（
休
講
）
20
/金
博
物
館
の
普
及
広
報
と
情
報
化
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
21
/土
博
物
館
の
普
及
広
報
と
情
報
化
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
26
/日
1/
金
文
化
遺
産
と
し
て
の
建
造
物
2/
土
文
化
遺
産
と
し
て
の
建
造
物
3/
日
11
/土
6 7
6/
土
１
年
間
の
反
省
　
・
　
学
芸
員
の
課
題
第
１
学
舎
１
号
館
Ａ
50
2教
室
3/
土
お
　
茶
　
と
　
文
　
化
9/
金
資
料
取
り
扱
い
・
鑑
賞
　
（
　
茶
　
室
　
）
10
/土
資
料
取
り
扱
い
・
鑑
賞
　
（
　
茶
　
室
　
）
誠
之
館
３
号
館
和
室
（
茶
室
）
11
/日
1211
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
学
生
に
よ
る
自
主
作
業
）
展
示
評
価
（
実
習
展
の
振
り
返
り
）
16
/土
表
具
の
取
り
扱
い
と
保
存
技
術
7/
金
表
具
の
取
り
扱
い
と
保
存
技
術
博
物
館
に
お
け
る
資
料
研
究
（
休
講
）
資
料
の
借
用
と
運
送
の
現
状
資
料
写
真
撮
影
の
目
的
と
方
法
30
/土
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
実
習
展
で
の
資
料
借
用
と
梱
包
）
博
物
館
に
お
け
る
資
料
研
究
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
の
展
示
展
示
計
画
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
展
示
の
技
術
／
展
示
に
関
わ
る
経
費
計
画
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
学
生
に
よ
る
自
主
作
業
）
23
/土
8/
土
28
/土
民
俗
資
料
の
取
り
扱
い
・
民
具
調
査
と
採
集
方
法
17
/土
４ 限
民
俗
資
料
の
取
り
扱
い
・
民
具
調
査
と
採
集
方
法
５ 限
文
書
資
料
の
取
り
扱
い
５ 限
文
書
資
料
の
取
り
扱
い
30
/金
夏
季
休
暇
中
の
日
程
表
配
布
及
び
実
習
展
の
説
明
・
班
編
成
23
/金
４ 限
展
覧
会
企
画
・
ポ
ス
タ
ー
作
成
24
/土
４ 限
展
覧
会
企
画
・
ポ
ス
タ
ー
作
成
５ 限
図
録
編
集
・
出
版
1/
土
夏
季
休
暇
中
の
日
程
表
配
布
及
び
実
習
展
の
説
明
・
班
編
成
５ 限
― 39 ―
2
0
1
7
.
4
.
1
担
当
者
全
員
担
当
者
全
員
第
１
学
舎
５
号
館
Ｅ
21
0教
室
寺
西
寺
西
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
河
合
河
合
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
西
本
・
文
珠
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
京
都
方
面
美
術
館
）
京
都
国
立
博
物
館
・
細
見
美
術
館
・
並
河
靖
之
七
宝
記
念
館
伊
藤
（
信
）
歴
史
資
料
の
取
り
扱
い
明
尾
美
術
資
料
の
取
り
扱
い
古
文
書
実
習
室
と
梱
包
の
仕
方
博
物
館
実
習
室
と
梱
包
の
仕
方
合
田
考
古
資
料
の
取
り
扱
い
伊
藤
(信
）
歴
史
資
料
の
取
り
扱
い
博
物
館
展
示
室
と
梱
包
の
仕
方
古
文
書
実
習
室
と
梱
包
の
仕
方
明
尾
美
術
資
料
の
取
り
扱
い
山
内
考
古
資
料
の
取
り
扱
い
北
川
美
術
資
料
の
取
り
扱
い
合
田
考
古
資
料
の
取
り
扱
い
博
物
館
実
習
室
と
梱
包
の
仕
方
博
物
館
展
示
室
と
梱
包
の
仕
方
博
物
館
実
習
室
と
梱
包
の
仕
方
博
物
館
展
示
室
と
梱
包
の
仕
方
山
内
考
古
資
料
の
取
り
扱
い
伊
藤
（
信
）
歴
史
資
料
の
取
り
扱
い
伊
藤
(信
）
歴
史
資
料
の
取
り
扱
い
北
川
美
術
資
料
の
取
り
扱
い
博
物
館
展
示
室
古
文
書
実
習
室
古
文
書
実
習
室
と
梱
包
の
仕
方
博
物
館
実
習
室
と
梱
包
の
仕
方
河
合
・
文
珠
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
　
自
然
観
察
　
）
自
然
観
察
・
自
然
系
博
物
館
西
川
北
川
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
佃
佃
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
佃
佃
誠
之
館
３
号
館
和
室
（
茶
室
）
伊
藤
（
信
）
・
田
中
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
選
択
制
①
）
国
立
文
楽
劇
場
　
第
33
回
文
楽
鑑
賞
教
室
（
古
典
芸
能
）
黒
田
黒
田
博
物
館
実
習
室
博
物
館
実
習
室
原
田
原
田
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
文
珠
文
珠
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
熊
熊
博
物
館
実
習
室
博
物
館
実
習
室
井
上
・
熊
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
　
近
郊
　
）
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
米
田
・
井
上
米
田
・
井
上
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
藤
枝
藤
枝
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
寺
西
・
文
珠
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
選
択
制
②
）
和
歌
山
市
立
博
物
館
・
和
歌
山
県
立
博
物
館
他
一
瀬
一
瀬
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
一
瀬
・
山
下
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
　
見
学
者
動
態
調
査
・
製
作
途
中
評
価
　
）
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
伊
藤
（
健
）
伊
藤
（
健
）
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
　
キ
ッ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
（
　
希
望
者
の
み
　
）
博
物
館
実
習
室
他
黒
田
・
文
珠
・
石
立
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
　
東
京
都
下
宿
泊
研
修
２
泊
３
日
　
）
東
京
国
立
博
物
館
・
江
戸
東
京
博
物
館
・
国
立
科
学
博
物
館
他
小
倉
・
伊
藤
（
信
）
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
選
択
制
③
）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
他
河
内
河
内
な
に
わ
研
セ
ミ
ナ
ー
室
な
に
わ
研
セ
ミ
ナ
ー
室
熊
熊
な
に
わ
研
セ
ミ
ナ
ー
室
な
に
わ
研
セ
ミ
ナ
ー
室
米
田
・
井
上
・
西
川
米
田
・
井
上
・
西
川
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
西
川
西
川
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
西
川
・
山
内
文
珠
・
合
田
博
物
館
展
示
室
博
物
館
展
示
室
黒
田
・
山
口
黒
田
・
山
口
博
物
館
展
示
室
博
物
館
展
示
室
西
川
・
山
内
文
珠
・
合
田
博
物
館
展
示
室
博
物
館
展
示
室
米
田
・
西
川
井
上
・
文
珠
博
物
館
展
示
室
博
物
館
展
示
室
担
当
者
全
員
（
講
評
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
　
　
習
　
　
展
　
　
　
10
：
00
～
16
：
00
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博
物
館
展
示
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
　
  
  
  
  
  
  
 　
　
　
　
講
　
評
　
（
11
/1
7 
 1
6：
20
～
17
：
50
）
 ・
撤
　
去
　
（
11
/1
7・
11
/1
8）
　
　
一
瀬
一
瀬
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
河
合
・
山
口
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
　
大
阪
府
下
自
然
系
博
物
館
　
）
自
然
系
博
物
館
橋
寺
橋
寺
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
橋
寺
・
石
立
 
　
博
　
物
　
館
　
等
　
施
　
設
　
見
　
学
　
（
　
大
阪
府
下
　
　
建
造
物
・
景
観
見
学
　
）
大
阪
歴
史
博
物
館
・
ま
ち
歩
き
山
内
山
内
な
に
わ
研
セ
ミ
ナ
ー
室
な
に
わ
研
セ
ミ
ナ
ー
室
西
本
小
倉
博
物
館
実
習
室
  
 
博
物
館
実
習
室
  
 
担
当
者
全
員
担
当
者
全
員
第
１
学
舎
５
号
館
Ｅ
21
0教
室
博
物
館
実
習
簿
及
び
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
　
　
　
  
  
 　
　
　
提
出
期
間
  
1/
12
～
1/
19
 〔
提
出
場
所
〕
〔
レ
ポ
ー
ト
論
題
〕
　
「
  
自
　
由
　
題
　
」
　
　
　
　
　
　
提
出
時
間
  
10
：
00
 ～
 1
6：
00
（
12
：
30
～
13
：
30
は
除
く
）
 博
物
館
事
務
室
Ａ
４
判
　
横
書
き
　
40
00
字
　
（
原
稿
用
紙
・
ワ
ー
プ
ロ
作
成
い
ず
れ
も
可
）
　
　
　
  
  
  
 　
 〔
受
取
場
所
〕
　
　
　
　
　
　
博
物
館
実
習
簿
及
び
レ
ポ
ー
ト
の
返
却
　
博
物
館
事
務
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
取
時
間
  
10
：
00
 ～
 1
6：
00
（
12
：
30
～
13
：
30
は
除
く
）
〔実
習
上
の
諸
注
意
〕
（1
）実
習
に
関
す
る
全
て
の
連
絡
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
「講
義
連
絡
」ま
た
は
「お
知
ら
せ
」に
て
行
う
の
で
、
実
習
の
あ
る
日
の
前
日
に
は
、
必
ず
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。
　
　
ま
た
、
休
日
に
実
施
す
る
実
習
・見
学
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
授
業
中
に
指
示
を
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
す
る
こ
と
。
　
　
〔イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
関
西
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(h
tt
p:
//
w
w
w
.k
an
sa
i-
u.
ac
.jp
)の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
下
に
あ
る
「イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」を
ク
リ
ッ
ク
し
て
閲
覧
く
だ
さ
い
。
〕
（2
）見
学
は
時
間
的
に
制
約
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
、
時
間
厳
守
で
集
合
の
こ
と
。
（3
）館
内
に
お
い
て
は
、
館
則
を
守
り
、
学
生
と
し
て
の
品
位
と
自
覚
が
必
要
。
ま
た
、
万
年
筆
・ボ
ー
ル
ペ
ン
等
は
使
用
し
な
い
こ
と
。
鉛
筆
の
み
可
能
。
（4
）実
習
簿
は
所
定
の
日
に
必
ず
提
出
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
配
付
し
た
資
料
・見
学
実
習
等
で
集
め
た
資
料
等
も
実
習
簿
に
フ
ァ
イ
ル
し
て
お
く
こ
と
。
ま
た
、
採
点
後
は
各
自
へ
返
却
す
る
の
で
必
ず
受
け
取
り
に
来
る
こ
と
。
　
　
月
　
１
　
組
　
　
　
　
　
（
　
金
　
曜
　
）
　
　
　
２
　
組
　
　
　
　
　
（
　
土
　
曜
　
）
　
　
日
Ａ
班
Ｂ
班
日
Ａ
班
Ｂ
班
4
ク
ラ
ス
編
成
、
実
習
簿
 ・
 日
程
表
配
布
 等
自
然
史
資
料
の
保
存
と
整
理
1
25
/日
展
示
開
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
20
/水
14
/金
展
示
開
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
米
田
・
井
上
・
明
尾
・
西
川
・
河
合
8/
金
拓
本
の
取
り
方
9/
土
4/
土
実
習
展
の
た
め
の
自
主
作
業
は
可
能
21
/金
22
/土
15
/土
月
　
１
　
組
　
　
　
　
　
（
　
金
　
曜
　
）
　
　
　
２
　
組
　
　
　
　
　
（
　
土
　
曜
　
）
　
　
日
Ａ
班
20
/土
21
/日
28
/金
27
/土
12
/金
１
年
間
の
反
省
　
・
　
学
芸
員
の
課
題
Ｂ
班
日
Ａ
班
Ｂ
班
2/
金
お
　
茶
　
と
　
文
　
化
図
録
編
集
・
出
版
美
術
・
工
芸
、
文
書
、
民
俗
・
考
古
資
料
の
調
書
の
取
り
方
第
１
学
舎
１
号
館
Ａ
50
2教
室
文
化
財
保
護
法
の
解
説
14
/金
15
/土
美
術
・
工
芸
、
文
書
、
民
俗
・
考
古
資
料
の
調
書
の
取
り
方
7/
金
ク
ラ
ス
編
成
、
実
習
簿
 ・
 日
程
表
配
布
 等
8/
土
21
/金
13
/土
26
/金
12
/金
文
化
財
保
護
法
の
解
説
自
然
史
資
料
の
保
存
と
整
理
22
/土
6/
土
23
/日
(　
29
/土
　
水
曜
日
授
業
　
）
19
/金
授
業
時
間
　
　
１
組
：
金
曜
日
　
４
・
５
時
限
　
（
14
：
40
～
17
：
50
）
月
　
１
　
組
　
　
　
　
　
（
　
金
　
曜
　
）
　
　
　
２
　
組
　
　
　
　
　
（
　
土
　
曜
　
）
　
　
日
Ａ
班
Ｂ
班
日
Ａ
班
Ｂ
班
　
　
２
組
：
土
曜
日
　
４
・
５
時
限
　
（
14
：
40
～
17
：
50
）
9/
日
拓
本
の
取
り
方
展
示
評
価
（
実
習
展
の
振
り
返
り
）
25
/土
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
学
生
に
よ
る
自
主
作
業
）
資
料
の
借
用
と
運
送
の
現
状
（
休
講
）
2/
水
・
3/
木
7/
土
４ 限
13
/金
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
実
習
展
で
の
資
料
借
用
と
梱
包
）
14
/土
展
示
計
画
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
展
示
の
技
術
／
展
示
に
関
わ
る
経
費
計
画
５ 限
資
料
写
真
撮
影
の
目
的
と
方
法
 実
習
展
の
た
め
の
自
主
作
業
は
可
能
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
の
展
示
刀
剣
の
取
り
扱
い
の
基
礎
と
方
法
22
/金
刀
剣
の
取
り
扱
い
の
基
礎
と
方
法
5 28 9
27
/金
夏
季
休
業
中
3/
金
12
/日
～
17
/金
24
/金
6/
金
４ 限 ５ 限
10
/金
16
/日
3/
木
-
5/
土
29
/金
13
/火 ～
１
組
・
２
組
全
員
16
/金
４ 限
19
/金
締
切
1組
・
２
組
全
員
10
22
/金
15
/金
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
学
生
に
よ
る
自
主
作
業
）
（
休
講
）
20
/金
博
物
館
の
普
及
広
報
と
情
報
化
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
21
/土
博
物
館
の
普
及
広
報
と
情
報
化
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
26
/日
1/
金
文
化
遺
産
と
し
て
の
建
造
物
2/
土
文
化
遺
産
と
し
て
の
建
造
物
3/
日
11
/土
6 7
6/
土
１
年
間
の
反
省
　
・
　
学
芸
員
の
課
題
第
１
学
舎
１
号
館
Ａ
50
2教
室
3/
土
お
　
茶
　
と
　
文
　
化
9/
金
資
料
取
り
扱
い
・
鑑
賞
　
（
　
茶
　
室
　
）
10
/土
資
料
取
り
扱
い
・
鑑
賞
　
（
　
茶
　
室
　
）
誠
之
館
３
号
館
和
室
（
茶
室
）
11
/日
1211
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
学
生
に
よ
る
自
主
作
業
）
展
示
評
価
（
実
習
展
の
振
り
返
り
）
16
/土
表
具
の
取
り
扱
い
と
保
存
技
術
7/
金
表
具
の
取
り
扱
い
と
保
存
技
術
博
物
館
に
お
け
る
資
料
研
究
（
休
講
）
資
料
の
借
用
と
運
送
の
現
状
資
料
写
真
撮
影
の
目
的
と
方
法
30
/土
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
実
習
展
で
の
資
料
借
用
と
梱
包
）
博
物
館
に
お
け
る
資
料
研
究
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
の
展
示
展
示
計
画
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
展
示
の
技
術
／
展
示
に
関
わ
る
経
費
計
画
展
示
指
導
及
び
実
習
展
準
備
作
業
（
学
生
に
よ
る
自
主
作
業
）
23
/土
8/
土
28
/土
民
俗
資
料
の
取
り
扱
い
・
民
具
調
査
と
採
集
方
法
17
/土
４ 限
民
俗
資
料
の
取
り
扱
い
・
民
具
調
査
と
採
集
方
法
５ 限
文
書
資
料
の
取
り
扱
い
５ 限
文
書
資
料
の
取
り
扱
い
30
/金
夏
季
休
暇
中
の
日
程
表
配
布
及
び
実
習
展
の
説
明
・
班
編
成
23
/金
４ 限
展
覧
会
企
画
・
ポ
ス
タ
ー
作
成
24
/土
４ 限
展
覧
会
企
画
・
ポ
ス
タ
ー
作
成
５ 限
図
録
編
集
・
出
版
1/
土
夏
季
休
暇
中
の
日
程
表
配
布
及
び
実
習
展
の
説
明
・
班
編
成
５ 限
― 40 ―
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20
17
年
度
　
関
西
大
学
博
物
館
実
習
展
ア
ン
ケ
ー
ト
【「
な
に
わ
の
観
光
 
お
伊
勢
参
り
か
ら
名
所
巡
り
へ
」
の
展
示
に
つ
い
て
】
 
（
1）
展
示
内
容
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
2）
展
示
の
見
や
す
さ
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
3）
展
示
の
解
説
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
4）
展
示
全
体
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
5）
ど
の
展
示
が
最
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
か
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
理
由
も
合
わ
せ
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 
1.
お
伊
勢
参
り
 
2.
名
所
（
鉄
道
開
通
前
）
 
3.
名
所
（
鉄
道
開
通
後
）
 
4.
お
土
産
 
 
 
（
6）
改
善
点
な
ど
の
ご
意
見
が
あ
れ
ば
、
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 
    【 「
今
日
に
生
き
る
安
倍
晴
明
」
の
展
示
に
つ
い
て
】
 
（
1）
展
示
内
容
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
2）
展
示
の
見
や
す
さ
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
3）
展
示
の
解
説
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
4）
展
示
全
体
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
5）
安
倍
晴
明
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
た
か
。
ま
た
、
今
回
の
展
示
で
安
倍
晴
明
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
。
 
   （
6）
展
示
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
が
あ
れ
ば
、
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 
    【 「
浮
世
絵
－
大
阪
の
名
所
展
－
」
の
展
示
に
つ
い
て
】
 
（
1）
展
示
内
容
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
2）
展
示
の
見
や
す
さ
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
3）
展
示
の
解
説
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
4）
展
示
全
体
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
5）
今
回
の
展
示
を
通
し
て
、
浮
世
絵
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。
 
（
 
は
い
 
・
 
い
い
え
 
）
 
 
 
ま
た
、
印
象
に
残
っ
た
作
品
が
あ
れ
ば
お
書
き
く
だ
さ
い
。（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
（
6）
展
示
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
が
あ
れ
ば
、
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 
   
以
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
は
終
了
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
ご
来
館
日
 
平
成
29
年
11
月
 
 
 
日
 関
西
大
学
博
物
館
実
習
展
ア
ン
ケ
ー
ト
 
 
本
日
は
、
関
西
大
学
博
物
館
実
習
展
に
お
越
し
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
当
ア
ン
ケ
ー
ト
は
今
後
の
実
習
展
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 
な
お
、
い
た
だ
き
ま
し
た
回
答
は
ア
ン
ケ
ー
ト
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 
・
該
当
す
る
数
字
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 
性
別
 
1、
男
性
 
2、
女
性
 
年
齢
 
1、
10
才
未
満
 
2、
10
代
  
3、
20
代
 
 4
、
30
代
  
5、
40
代
  
6、
50
代
 
 
7、
60
代
 
 8
、
70
代
 
 9
、
80
代
以
上
 
住
所
 
1、
吹
田
市
 
2、
大
阪
府
（
吹
田
市
以
外
）
 
3、
大
阪
府
以
外
の
近
畿
地
方
（
 
 
 
 
 
 
 
）
府
・
県
 
4、
そ
の
他
の
地
域
（
 
 
 
 
 
 
 
）
都
・
道
・
府
・
県
 
 
5、
海
外
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
所
属
 
1、
一
般
 
2、
本
学
学
生
 
3、
本
学
以
外
の
大
学
生
 
4、
本
学
関
係
者
 
5、
小
学
生
 
 
6、
中
学
生
 
7、
高
校
生
 
8、
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
今
回
の
実
習
展
を
ど
の
よ
う
に
し
て
お
知
り
に
な
り
ま
し
た
か
。
 
1、
授
業
 
2、
ポ
ス
タ
ー
・
広
告
 
3、
関
西
大
学
H
P 
4、
友
人
・
知
人
か
ら
 
5、
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
普
段
、
博
物
館
・
美
術
館
へ
は
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
足
を
運
ば
れ
ま
す
か
。
 
1、
年
に
1
回
 
2、
半
年
に
1
回
 
3、
月
に
1
回
 
4、
そ
れ
以
上
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
関
西
大
学
博
物
館
へ
の
ご
来
館
は
何
度
目
で
す
か
。
 
1、
今
回
が
初
め
て
 
2、
2
度
目
 
3、
3
度
目
 
4、
4
度
以
上
（
 
 
 
度
目
）
 
■
各
班
の
展
示
に
つ
い
て
 
 
※
5
段
階
評
価
は
5＝
大
変
良
い
、
4＝
良
い
、
3＝
普
通
、
2＝
悪
い
、
1＝
と
て
も
悪
い
 
 
 
の
項
目
か
ら
ど
れ
か
一
つ
を
選
び
、
該
当
す
る
数
字
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 
 【 「
イ
ノ
シ
シ
と
共
に
生
き
る
人
々
－
篠
山
を
舞
台
に
－
」
の
展
示
に
つ
い
て
】
 
（
1）
展
示
内
容
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
2）
展
示
の
見
や
す
さ
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
3）
展
示
の
解
説
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
4）
展
示
全
体
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
（
 
５
 
・
 
４
 
・
 
３
 
・
 
２
 
・
 
１
 
）
 
（
5）
イ
ノ
シ
シ
へ
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
 
こ
れ
ま
で
イ
ノ
シ
シ
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
か
。
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
展
示
を
見
て
ど
の
よ
う
な
見
方
に
な
り
ま
し
た
か
。
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
（
6）
展
示
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
が
あ
れ
ば
、
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 
    
裏
面
に
続
き
ま
す
。
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2017年度博物館実習展アンケ トー分析結果に関する報告
第 1章　はじめに
　2017年度の博物館実習展は、「イノシシと共
に生きる人々―篠山を舞台に―」「なにわ
の観光 お伊勢参りから名所巡りへ」「今日に
生きる安倍晴明 古より語り継がれる姿」「浮
世絵―大阪の名所展―」の ４ つのテーマに
おいて展示を行った。
　本稿では今年度の博物館実習展における来
館者の評価を分析する。
第 2章　調査概要
1 ．調査目的
　今回の博物館実習展における来館者の動向
を調査すること。また、その結果を来年に活
かすこと。
2 ．調査項目
⿠来館者自身について（性別、年齢、住所、
所属、実習展を知ったきっかけ、博物館・
美術館、及び関西大学博物館へ行く頻度）
⿠実習展についての感想（各班に対する評価）
3 ．調査対象
　2017年度博物館実習展の来館者
4 ．調査時期
　 2017年11月12日（日）から11月17日（金）
10時〜1６時
5 ．調査方法
　博物館実習展が行われる特別展示室の前、
受付で配布、来館者の退室時に回収（記入は
任意）
6 ．回収状況
全来館者：500人
回収枚数：３６４人
回 収 率：約7３％
第 3章　分析と考察
Ⅰ．来館者について
1 ．はじめに
　2017年度博物館実習展では500名の多くの
方々にご来館いただいた。ここでは、今後の
博物館実習に活かすため、今年度の来館者の
傾向を分析していく。
2 ．使用した問いと分析方法
　来館者を分析するにあたって、「性別」「年
齢」「住所」「所属」「実習展を知ったきっか
け」「博物館・美術館へ行く頻度」「関西大学
博物館へ行く頻度」の 7 項目を質問し、その
結果を統計分析ソフトで分析した。
3 ．結果
48
127
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79
85 95
0
20
40
60
80
100
120
140
12日 13日 14日 15日 16日 17日
図 1 　来館者数の推移（人）
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12日 13日 14日 15日 16日 17日
図 2 　アンケート回収枚数の推移（枚）
　図 1 で示したのは日程ごとの来館者数、図
2 で示したのは日程ごとのアンケート回収枚
数である。
　図 1 から分かるように1３日に来館者数が急
増している。これは関大一中や大学での授業
において、団体としての来館者が多いためで
ある。また、最終日の17日も他の日に比べ、
来館者数が多い。この日は最終日で実習展を
一目見てみたいと思った人が多かったためで
あると考えられる。
　図 2 では、最終日の17日におけるアンケー
ト回収数が一番多いことを示している。この
日は団体での来館者は少なく、個人での来館
者が多かったため、受付係が用紙を渡しやす
い環境であった。
　それに対し、1３日は来館者数が多いがアン
ケート枚数はそれほど多くない。これは団体
での来館者が多く、用紙を渡しにくい状況で
あったためといえる。
男性, 159
女性, 176
図 3 　来館者の男女比（人）
　図 ３ は来館者の男女比を表している。女性
の方が17人多いが、男女比はほぼ同数であっ
たといえる。
10才未満, 2
10代, 104
20代, 116
30代, 12
40代, 22
50代, 34
60代, 38
70代, 12 80代以上, 5
図 4 　来館者の年齢（人）
　図 ４ は来館者の年齢層を示している。10
代・20代などの若年層が非常に多く、次いで
50代・６0代などの高齢者層が多くなっている。
　来館者に若年層が多かった背景には、実習
展の開催場所が大きく関係していると考えら
れる。大学施設での展示会であり、比較的10
代・20代の大学生は実習展の情報を目にしや
すいため若年層の来館者が多い傾向にある。
　また、休日であった12日は比較的高齢者の
方が多かった。博物館に興味を持っている高
齢者の方や実習生の保護者が予定を空けやす
い休日に実習展に来られたと考えられる。
吹田市, 82
大阪府
　（吹田市以外）, 
122
その他の
近畿地方, 134
その他の地方, 7
図 5 　来館者の住所（人）
　図 5 は来館者の住所を表している。図から
分かるように吹田市やそれ以外の大阪地域か
ら来ている人が多く、大阪以外の近畿地方
（兵庫、京都、奈良、滋賀、和歌山）に住んで
いると答えた人も多い。
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　関西大学での実習展であったため、大阪や
その近くの兵庫や京都からの来館者が比較的
多くなるのは明白である。
　その他の地域と答えた人の出身は広島、愛
知、沖縄、鳥取、埼玉であった。海外居住者
の回答はなかった。
一般, 90
本学学生, 198
本学以外の学生, 
3
本学関係者, 28
小学生, 1
中学生, 0高校生, 7 その他, 21
図 6 　来館者の所属（人）
　図 ６ は来館者の所属を示すものである。
　最も多い所属先は「本学学生」、次に「一
般」である。このことから学内での告知や博
物館に興味を持っている人に対する宣伝は効
果的であったと考えられる。
　それとは対照に、「小学生」や「中学生」、
「高校生」、「本学以外の学生」の来館者は非常
に少ない。これは関西大学以外での教育機関
に対する告知が不十分であったためといえる。
今後は他大学との連携を進めることによっ
て、より良い実習展を行う必要がある。
　「その他」と答えていた人はOBや卒業生な
どである。
授業, 116
ポスター・広告, 
78
関大HP, 21
友人・知人, 94
その他, 52
図 7 　実習展を知ったきっかけ（人）
（重複回答含む）
　図 7 は実習展の存在をどのようにして知っ
たかということを示すものである。
　一番多い回答は「授業で知った」、次に「知
人・友人から知った」ということであった。
この回答結果より、関西大学内での告知の効
果が強く反映されているといえる。
　しかし、「関西大学HPで知った」と答えた
人数は21人と非常に少ない結果であった。イ
ンターネットが普及している現在、今後はHP
での宣伝方法の工夫の必要性を実感した。
　その他の回答は、市報、先生の紹介、偶然
立ち寄ったなどであった。
年に一回, 135
半年に一回, 107
月に一回, 66
それ以上, 
40
図 8 　来館者の博物館・美術館へ行く頻度（人）
　図 8 は来館者の博物館・美術館へ行く頻
度、つまりそれらに対する興味の度合いを表
しているものである。
　一番多い回答は「年に一回」というもので
あった。（この回答の中にはほとんど行かない
とする意見も含んでいる。）次に多い回答が
「半年に一回」であった。
　しかし、「月に一回」、「それ以上」と答えた
人は二つ合わせると10６人である。今回の実習
展に訪れた人の中にも日頃から博物館・美術
館に行っている人が少なくはないということ
が分かった。
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初めて, 136
2度目, 45
3度目, 50
4度以上, 118
図 9 　来館者の関大博物館へ行く頻度（人）
　図 ９ は関西大学博物館へ行く頻度、つまり
来館者の関西大学博物館に対する興味の度合
いを表している。
　一番多い回答は「初めて」であった。おそ
らく、実習生や関西大学の先生方による告知
で初めて関西大学博物館の存在を知ったとい
う人が多かったと考えられる。また、来館者の
中には、受付で「やっと着いた」と、苦労し
たコメントを残す人もおり、関西大学敷地内に
おける博物館までの道案内の必要性を感じた。
　このことから、博物館が駅から遠い立地で
あることが認知度の低さに繋がっていると考
える。さらに、関西大学生にとっても博物館
の位置の認知度が低い可能性がある。今年度
に入り、キャンパス内の博物館への案内看板
は増えたものの、さらに人目を惹く位置、デ
ザインを追加することで、来館者増大に更な
る効果が期待される。
　これまで述べたように関西大学博物館に馴
染みがない方がいる一方で、「 ４ 度以上」の来
館経験がある方も多く見受けられた。また、
実習展を毎年楽しみにしているというコメン
トも散見され、毎年恒例の行事として学生や
地域の方々に認識されているということを実
感した。実習展という伝統が今後も続けられ、
関西大学博物館の存在価値を高める一つの要
因となってほしい。
 （小藪　一輝、尼﨑　弥生）
Ⅱ．各班の展示について（結果と考察）
　ここからは各班のアンケートの分析結果と
考察を掲載していく。
Ａ班「イノシシと共に生きる人々―篠山を
舞台に―」の展示について
1 ．はじめに
　Ａ班は「イノシシと共に生きる人々―篠
山を舞台に―」というタイトルのもと「イ
ノシシと篠山」「史料でみるイノシシと篠山」
「現代に続くイノシシ猟」「イノシシと人々」
の ４ 章を通じてイノシシと関わる人々の姿を
紹介した。以下展示についてのアンケートの
結果を分析、考察する。
2 ．問いについて
　全班共通の質問として「展示内容について」
「展示の見やすさについて」「展示の解説につ
いて」「展示全体の雰囲気について」の ４ つの
質問を 5 段階評価（ 5 ＝大変良い、 1 ＝大変
悪い）から 1 つを選択する形式を設けた。A
班では全班共通の質問に加えてイノシシのイ
メージについて「これまでイノシシにどのよ
うなイメージを持っていたか」「展示を見てど
のような見方になったか」、そして展示への意
見感想の自由記述欄を追加している。なお無
回答のものは結果から除外した。
3 ．分析結果
⑴　各班の共通項目
普通
19人
良い
143人
大変良い
168人
図 1 　展示内容について
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　図 1 は質問「展示内容について」の回答を
分析したグラフである。回答者３３0人中「大変
良い」と回答した人が最も多く1６8人、全体の
約50.９％を占めた。「良い」が1４３人、「普通」
が1９人で「悪い」「大変悪い」と回答した人は
いなかった。自由記述欄の意見では特にハン
ズオン展示が印象に残った人が多かった。
悪い
1人
普通
24人
良い
116人大変良い
191人
図 2 　「展示の見やすさについて」
　図 2 は質問「展示の見やすさについて」の
回答を分析したグラフとなる。「大変良い」と
回答した人が1９1人、回答者３３2人のうちの
57.5％を占める。「良い」と回答した11６人と
合わせると ９ 割を超えたが、一方で自由記述
欄では展示の難点として文字の多さが挙げら
れており、個人の嗜好によって評価が分かれ
たと推測できる。
悪い
3人
普通
17人
良い
112人
大変良い
198人
図 3 　「展示の解説について」
　図 ３ は質問「展示の解説について」の回答
を分析したグラフである。大変良いと回答し
た人が最も多く全体の６0％を占めている。自
由記述欄でも展示解説のわかりやすさや質問
への丁寧な回答への言及が多かった。
悪い
1人
普通
28人
良い
128人
大変良い
172人
図 4 　「展示全体の雰囲気について」
　図 ４ は質問「展示全体の雰囲気について」
の回答を分析したグラフである。「大変良い」
が172人、全体の約52.３％を占めている。しか
し「人の流れが悪く満足に見ることができな
かった」といった意見も寄せられており、動
線の改善が必要である。
⑵　イノシシへのイメージ
　Ａ班では独自に「これまでイノシシにどの
ようなイメージを持っていたか」「展示を見て
どのような見方になったか」を質問した。
　「これまでイノシシにどのようなイメージを
持っていたか」という質問に対し多かった回
答は以下のものである。
⿠怖い、凶暴
⿠畑を荒らす害獣
⿠ぼたん鍋、おいしい
⿠うりぼう、かわいい
また特徴的な回答として
⿠海を泳いでくる（四国出身の方から）
⿠小学生の頃、通学路に猟友会の方の家があ
り、軒先にイノシシ一頭が丸々吊るされて
いたのを思い出した。
等の意見が見受けられた。
　「展示を見てどのような見方になったか」と
いう質問に対し多かった回答は
⿠可愛く思えるようになった
⿠変わらない
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⿠人間と深く関わる存在、共存を考えなけれ
ばならない
⿠おいしそう
等であった。
⑶　展示への意見感想
　この項目でいただいた多くの意見のうちい
くつかを抜粋する。
（評価点）
⿠説明がわかりやすくてよかった。
⿠「見る」だけではなく「触る」ことで、より
「体験する」ことができた。
⿠様々な視点から展示されていた。
⿠足を運んだ研究が良かった。
⿠パネルが分かりやすかった。
（改善点）
⿠テレビ等のメディアからも似たような情報
が発信されているため、目新しい発見はな
かった。歴史（日本史や世界史）などの観
点からより深めて展示していただけるとあ
りがたい
⿠文字が小さく読みづらい。
⿠ ３ 章と ４ 章の違いとは？
⿠イノシシの負の側面が強すぎたと少し感じ
た。
4 ．考察
　「展示内容について」「展示の見やすさにつ
いて」「展示の解説について」「展示全体の雰
囲気について」の ４ 項目全てにおいて「良い」
「非常に良い」が ９ 割を占めたことから一定以
上の評価が得られた展示と見なすことができ
る。展示、解説のわかりやすさや実物資料に
ついては多くの高評価をいただいた。文字、
パネルに対しての対照的な評価は、先述した
通り文字情報の多い展示を好む人と好まない
人の嗜好の違いが表れたと考えられる。
　改善すべき点としては企画する上で省略し
た内容が求められていた、 ３ 章から ４ 章への
流れが上手く伝わっていない、イノシシの負
の側面が伝わりすぎてしまった、等の情報を
発信する側と受け取る側の齟齬をいかに埋め
ていくかという部分であるように思われる。
真摯に受け止め、改善に取り組みたい。
 （大黒谷有芽）
Ｂ班「なにわの観光 お伊勢参りから名所巡り
へ」の展示について
1 ．はじめに
　Ｂ班は｢なにわの観光 お伊勢参りから名所
巡りへ｣というタイトルのもと、「お伊勢参り」
「鉄道開通前のなにわの名所」「鉄道開通後の
なにわの名所」「お土産」という ４ つのテーマ
に分けて、お伊勢参りから鉄道開通前後まで
にかけての近代観光の変化と人々の動きを概
観し、現在に至るまでのなにわの観光につい
て考察する展示を行った。
2 ．問いについて
　全班の共通質問として、｢展示内容につい
て｣「展示の見やすさについて」「展示の解説
について」「展示の雰囲気について」の ４ つの
項目を 5 段階で評価してもらった。（ 5 が大変
よい、 1 がとても悪い）
　班別の質問として、どの展示が最も印象に
残ったのかを「 1 ．お伊勢参り」「 2 ．名所
（鉄道開通前）」「 ３ ．名所（鉄道開通後）」「 ４ ．
お土産」の中から選び，理由も合わせて書い
てもらうものと、改善点などがあれば書いて
もらうという 2 つの記述式の質問を設定した。
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3 ．分析結果
⑴　全班の共通質問の分析
悪い：
4
普通：
31
良い：
133
大変良い：
114
図 1 　展示内容について（人数）
悪い：
10
普通：
43
良い：
126
大変良い：
103
図 2 　展示の見やすさについて（人数）
悪い：
5 普通：
52
良い：
122
大変良い：
98
図 3 　展示の解説について（人数）
悪い：
2 普通：
48
良い：
128
大変良い：
103
図 4 　展示の雰囲気について（人数）
　図 1 から ４ は全班の共通質問の結果を分析
したグラフである。
　展示内容については「良い」が最も多い４7.2
％となり、二番目に多いのは「大変良い」で
４0.４％であった。
　展示の見やすさについては「良い」が４４.7
％と最も多く、次いで「大変良い」が３６.5％
がであった。
　展示の解説については「良い」が４４.0％で
一番多く、次に多いのは「大変良い」の３5.４
％であった。
　展示の雰囲気についてはこれも「良い」が
一番多く４5.６％であり。次に多いのは「大変
良い」で３６.7％であった。
　以上からＢ班の展示で一番多いのはどの図
を見ても「良い」が多く、次に多いのは「大
変良い」というになり、どの質問にも「とて
も悪い」がない結果になった。
⑵　班別の質問の分析
お伊勢参り：
61
名所
(鉄道開通前）：
55
名所
(鉄道開通後）：
82
お土産：
54
図 5 　最も印象に残った展示（人数）
　図 5 は最も印象に残ったＢ班の展示の結果
を分析したグラフである。このグラフを見る
と最も印象に残った展示に「 ３ ．名所（鉄道
開通後）」を選んだ人が多く、その数は３2.5％
であった。それから「 1 ．お伊勢参り」、「 2 ．
名所（鉄道開通前）」、「 ４ ．お土産」の順番に
並んでいく。
　以下、 1 位から順に選んだ理由（抜粋）と
ともに掲載する。
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（ 1 位） ３ ．名所（鉄道開通後）
⿠大阪駅、造幣局、住吉大社の実物の写真と
浮世絵の比較が面白かった。
⿠写真を使った解説が分かりやすく、関心が
持ちやすかった。
⿠地図と双六の対比が分かりやすかった。
（ 2 位） 1 ．お伊勢参り
⿠実際に何度か訪れているので、新しい視点
を獲得できた。
⿠自分も体験したから。現代でも行われてい
る旅をテーマに設定するとよりいっそう親
しみが湧くだろう。
⿠祇園社の絵や柄杓が印象的。
（ ３ 位） 2 ．名所（鉄道開通前）
⿠菅楯彦の絵と大田南畝が印象的。
⿠古典籍資料で数百年前から続いている伝統
がよく分かった。
⿠細かく今昔の名所を紹介していた。
（ ４ 位） ４ ．お土産
⿠実物展示があり、インパクトがあった。
⿠時代の移り変わりで、お土産にも変化があ
ったことが分かった。
⿠岩おこしの木箱が印象的だった。
⑶　来館者からの意見
　来館者の方からいただいた評価点・改善点
などの意見を抜粋し、以下に掲載する。
（評価点）
⿠お伊勢参りとそれに付随して大阪の観光を
取り上げるのは良いと思った。
⿠興味深い展示で、現代との違いがよく分か
った。
⿠今と昔の比較が分かりやすかった。
⿠実習生の説明が分かりやすくて良かった。
⿠各章ごとにキャプションの色を統一してい
る点が良かったと思う。
⿠自分が住んでいるところの昔のすがたはと
ても興味深く見られた。
（改善点）
⿠順路が分かりにくい。言われてから順番が
あるのかと気付いた。
⿠ 1 〜 ４ の中で突き抜けているものが無かっ
た。何を一番に取り上げたいのかわからな
かった。
⿠お伊勢参りから名所への流れが掴みにくい。
⿠解説の文量が多く読みづらかった。行間を
もう少し空けるといいと思った。
⿠クイズが難しかった。解答場所が分からな
かった。
（その他）
⿠クイズに正解したら岩おこしがもらえると
うれしい。
4 ．考察
　来館者からいただいた意見において、評価
をしていただいた方がいる一方で、厳しい意
見も少なくなかった。
　まず、評価していただいた点についてであ
る。展示内容については質問⑸の解答を含め
概ね好意的な意見が多かったように感じる。
その中でも、今と昔の対比に関して評価され
ている方が多い印象を受けた。写真や地図を
用いて比較を主体として展示していた ３ 番の
名所（鉄道開通後）が、最も印象に残った展
示についての質問で 2 位以下を大きく引き離
し 1 位となったことからもこの傾向が読み取
れる。
　次に、改善点についてである。多くの方が
感じられていたのが、順路の分かりにくさで
あった。この点に関しては、担当者からの誘
導や順路掲示の工夫が不足していたことが考
えられる。また、クイズの難易度についての
意見も多かった。実際、苦戦されている方が
ほとんどであり、多くの人が気軽に解けるも
のではなかった。
　展示についての質問ではいずれも来館者の
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約 8 割の方が「大変良い」または「良い」と
答えており、一番評価が低いとされる「とて
も悪い」がどこにもみられなかったことから、
Ｂ班の展示は比較的に良い展示であったこと
がわかる。ただ、順路の分かりづらさをはじ
めとした改善点も多くの来館者にご指摘いた
だき反省すべき点も多い結果となった。
　最後に、来館者の方がＢ班の展示をきっか
けに大阪の観光地に関心を抱いていただけて
いれば幸いである。
 （山本　稜貴、能登　達也）
Ｃ班「今日に生きる安倍晴明」の展示について
1 ．はじめに
　私たちの班は「陰陽師・安倍晴明の今日ま
でのイメージの変遷」をテーマとした展示を
行った。
　現在の陰陽師・安倍晴明のイメージは式神
を司るなど超能力者のようなものであるが、
実際は陰陽師として天文を見て吉凶を占って
いた。そこで、現在のイメージがどのように
形成されていったかを史料や芸能資料などか
ら紹介していき、本当の安倍晴明の人物像を
知ってもらうということを目的とした。
2 ．問いについて
　全班共通の質問として、展示内容について、
展示の見やすさについて、展示の解説につい
て、展示全体の雰囲気についての ４ 項目を 5
段階評価で評価してもらった。
　各班自由の質問としては、以下の事を問い
にした。
⿠安倍晴明にどのようなイメージをお持ちで
したか。また、今回の展示で安倍晴明のイ
メージはどのようになりましたか。
⿠展示についてのご意見・ご感想があれば、
ご自由にお書きください。
3 ．分析結果
⑴　共通質問の分析
　図 1 〜 ４ は全班共通質問の分析結果である。
図 1 、図 2 、図 ４ の回答者は27９人であった
が、図 ３ の質問のみは回答者が275人であった。
悪い：7：
2%普通：41：
15%
良い：116：
42%
大変良い：115：
41%
図 1 　展示内容について（人数：％）
　展示内容については、8３％の方が「大変良
い」または「良い」と回答されていた。
悪い：17：
6%
普通：47：
17%
良い：118：
42%
大変良い：97：
35%
図 2 　展示の見やすさについて（人数：％）
　展示の見やすさについては、77％の方が「大
変良い」または「良い」と回答されていた。
悪い：12：
4%
普通：45：
16%
良い：107：
39%
大変良い：111：
41%
図 3 　展示の解説について（人数：％）
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　展示の解説については、80％の方が「大変
良い」または「良い」と回答されていた。
悪い：5：
4%
普通：45：
16%
良い：130：
47.5%
大変良い：99：
35.5%
図 4 　展示全体の雰囲気について（人数：％）
　展示全体の雰囲気については、8３％の方が
「大変良い」または「良い」と回答されてい
た。
　また、全体を通して「とても悪い」という
項目はつけられていなかった。
⑵　班別の質問の分析
　図 5 は安倍晴明にどのようなイメージをも
っていたかを、大きく ６ つほどに分け、グラ
フにしたものである。
　「陰陽師」は陰陽師、「占い」は占いや占い
師と回答されていたもの。「映画・ドラマ・小
説」は映画・ドラマ・小説以外にも野村萬斎
や夢枕獏と回答されていたもの、「不思議」は
不思議以外にも謎、ミステリアス、などと回
答されていたもの、「伝説」は伝説以外に架
空、実在しない、などと回答されていたもの、
「超人・超能力」は超人・超能力以外にも人間
離れ、強い、などと回答されていたものも含
めた。
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図 5 　もともとの安倍晴明のイメージ（人）
　最も多かったのは、「超人・超能力」であ
り、次いで多かったのは「映画・ドラマ・小
説」である。
　図 ６ は今回の展示でどのようなイメージに
なったかをグラフにしたものである。図 5 と
違い、こちらは回答数が少なかった。
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図 6 　どのようなイメージになったか（人）
　残念ながら、「変わらない」というイメージ
が最も多かった。だが、「学者・占い師」や
「長生き」といった実際の安倍晴明の人物像を
回答されていた方も次いで多かった。
⑶　来館者の感想
　意見・感想欄に回答のあったもので気にな
ったもの記載する。
⿠字が読みにくい。
⿠解説が良かった。
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⿠音楽が流れていて良かった。
⿠事実と伝承の情報の区別があれば分かりや
すかった。
⿠有名な歴史書物に驚いた。
⿠場所が狭い。
⿠もっとインパクトのある展示物が欲しい。
⿠神社に行きたくなった。
⿠活字系以外の資料をもう少し見たかった。
⿠第 1 章の展示が最後の方が良かった。
⿠小説などを先に見ることができて良かった。
⿠安倍晴明のことが深く知れた。
⿠年表の歴史用語が分かりにくかった。
⿠実在していたのだと思った。
⿠説明（対人）が分かりやすかった。
⿠五行についてもう少し説明して欲しい。
4 ．考察
　もともとの安倍晴明のイメージでは予想通
り、「超人・超能力」や「映画・ドラマ・小
説」、といった回答が多く、本当の安倍晴明の
人物像でもある「占い」というのは ３ 人しか
回答されてなかった。やはり、現在の安倍晴
明のイメージは作られたものが広まっている
と改めて感じた。
　そして、展示でどのようなイメージになっ
たかという所では、「変わらない」といった回
答が最も多かった。だが、「変わらない」と回
答されていた人の多くは同時に、陰陽道のイ
メージのままと回答されていた。その中には、
陰陽道が天文を見て吉凶を占うという事を知
っていた方もいたので、本当の安倍晴明や陰
陽道を知っていたうえでの回答という可能性
もあるのではないかとも考えられる。また、
「変わらない」以外の項目は全て本当の安倍晴
明の人物像であったので、回答された多くの
方には本当の安倍晴明を知ってもらえたので
はないだろうか。
 （辻本　裕貴、清水ゆめみ）
Ｄ班「浮世絵―大阪の名所展―」の展示に
ついて
1 ．はじめに
　Ｄ班は、「浮世絵―大阪の名所展―」と
いうタイトルのもと、 2 代目長谷川貞信の作
品『大阪名所』を展示した。以下、展示につ
いてのアンケートの結果を分析・考察する。
2 ．アンケート結果の分析・考察
⑴　各班の共通項目
　①展示の内容について、②展示の見やすさ
について、③展示の解説について、④展示全
体の雰囲気については、各班共通の項目であ
る。 5 段階評価で、（ 5 ＝大変良い、 ４ ＝良
い、３ ＝普通、2 ＝悪い、1 ＝とても悪い）の
中から一つを選択するという形式で行った。
なお、無回答のものは結果から除いている。
大変良い, 
86
良い, 
103
普通, 
27
悪い, 
7 とても悪い, 
0
図 1 　展示の内容について（人）
　図 1 は展示の内容についての結果である。
「良い」という回答が一番多く、「大変良い」
と合わせると 8 割を超え、概ね高評価であっ
た。「悪い」と回答した人の意見には、
⿠メインの展示物がないように感じた。
⿠全体的に同じ感じがして、盛り上がりに乏
しかった。
⿠クライマックスとなるような展示が必要だ
と感じた。浮世絵の工程をもっと目立つよ
うにした方が良い。
というものがあった。展示の単調さから、こ
のような評価になったと思われる。
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大変良い, 
77
良い, 
93
普通, 
45
悪い, 
8 とても悪い, 
0
図 2 　展示の見やすさについて（人）
　図 2 は展示の見やすさについての結果であ
る。「良い」「大変良い」に続き、「普通」とい
う回答も４5あった。
⿠展示の間隔が空いていて見やすかった。
という意見があった。展示物のサイズがすべ
てほぼ同じであるため、等間隔で配置するこ
とにより整った印象を与えられたと考えられ
る。その一方で、先述したとおり「展示が単
調である」との意見も多かった。
大変良い, 
87
良い, 
80
普通, 
47
悪い, 
8 とても悪い, 
1
図 3 　展示の解説について（人）
　図 ３ は、展示の解説についての結果である。
グラフを見ると、他の共通項目と比べてやや
評価が低い。また、「とても悪い」との回答が
あった。この回答者によると、
⿠実習生による解説がなかったので全く分か
らなかった。地図があるのはわかりやすか
った。PCでの説明動画は良かったが、文字
のレイアウトなどをもう少し工夫した方が
見やすかった。
とのことであった。各作品の解説パネルに加
え、口頭での説明で補う必要がありそうだ。
大変良い, 
76
良い, 
106
普通, 
37
悪い, 
3 とても悪い, 
0
図 4 　展示全体の雰囲気について（人）
　図 ４ は、展示の全体の雰囲気についての結
果である。「良い」と回答した人の割合がほぼ
半数となっている。「悪い」という回答は ３ と
少なかった。意見としては、以下のようなも
のがあった。
⿠展示の構成・解説の内容はとても良かった
と思う。ただ明るさの問題で文字が少し見
にくく感じた。
⿠図録の内容が非常に濃かったので持ちかえ
りたいくらいであった。スペースがあった
ので、ちょっと展示がさびしかった。（四天
王寺雨景）←「なにわの観光」展示にもあ
ったのでリンクしているなと思いながら見
ることができた。
その他の意見においても、展示自体は楽しん
でいただけ、浮世絵や大阪名所に興味を持っ
ていただけたようであった。展示や文字の見
にくさ、展示の単調さといったところの改善
が必要である。
⑵　班別の項目についての分析・考察
　Ｄ班では、各班共通の展示についての項目
とは別に、下記の質問を加えた。
①今回の展示を通して、浮世絵に興味を持っ
ていただけましたか。
②印象に残った作品があればお書きください。
③展示についてのご意見・ご感想があれば、
ご自由にお書きください。
以下、これらの項目の回答を分析・考察する。
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なお、無回答のものは除いている。
①今回の展示を通して、浮世絵に興味を持っ
ていただけましたか。
はい, 
166
いいえ, 
14
　約 ９ 割が「はい」と回答した。「いいえ」と
答えた人の意見では、やはり展示の単調さへ
の指摘が多かった。立体物があった方が良い
との意見もあった。また、キャプションの文
字が小さい、暗くて見づらいとの意見も多か
った。展示物の劣化を防ぐ為、明るくするこ
とは難しいが、その分キャプションの文字は
少し大きめに設定する必要がありそうだ。各
作品の解説パネルについては、大きくすると
展示作品より大きくなってしまうので、作品
の見栄えも考慮したい。
②印象に残った作品をお書きください。
天保山夕景 16
ステンシヨウ 14
高麗橋夜景 11
四天王寺雨景  8
住吉高燈篭  6
大阪鎮台  4
千代崎橋夜之景  4
川崎造幣寮  3
田蓑橋蛸ノ松雨  3
清水月ノ景  2
安治川橋雪景  1
築地大川夜之景  1
高津西阪雪  1
網島ヨリ城見雪  1
　②の質問の結果は上記のとおりである。す
べての展示物がほぼ同じサイズで同作者のた
め、目玉の作品にあたるものはなかったが、
回答を見ると多少の偏りがある。また、作品
ではないが、印象に残ったものとして浮世絵
の描き方の動画と回答した人が ３ 人いた。
③展示についてのご意見・ご感想があれば、
ご自由にお書きください。
　③の質問では、非常に多くのご意見をいた
だいた。そのうちのいくつかを以下に記す。
⿠浮世絵の描き方を画像で紹介していたので
イメージが付きやすかった。
⿠写真と比較している点がよかった。
⿠マップや動画の解説が分かりやすかった。
⿠マップによる浮世絵と現在の対比が分かり
やすかった。
⿠説明が多くて分かりやすかった。大阪にも
浮世絵の良い作品があるのだと知り、もっ
と多くの作品をみたいと思った。
　評価の高かった点としては、以上のような
意見があった。大阪名所のマップや、浮世絵
の描き方についての動画は、たくさんの高評
価をいただいた。現在の写真との比較展示に
ついても、多数の人に興味を持っていただけ
たようだ。
　展示の改善点については、以上のような意
見があった。
⿠展示タイトルが「浮世絵」なので、長谷川
貞信以外の作品を見たかった。「大阪名所」
だけの展示に終始せず、他にも大阪の名所
を描いた浮世絵の作品もあるので、そうい
う作品との比較といった視点がほしいと思
った。
⿠展示物が小さいので、拡大するなどの工夫
があっても良かった。
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⿠絵と台紙の間の白い隙間が気になった。
⿠絵の台紙の色が薄いので絵の縁と同化して
作品が分かりにくい。黒などではだめなの
だろうか。
⿠同じような展示の仕方で単調に感じた。
　これらの意見を真摯に受け止め、さらに良
い展示を考えたいと思う。
 （中田　麻理）
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関西大学博物館実習展（講評）
日程　2017年11月12日㈰～11月17日㈮　10時～16時
場所　関西大学博物館特別展示室（簡文館内） 　　
イノシシと共に生きる人々―篠山を舞台に―
　○ ⿠部厚い準備作業がしのばれる歯切れのよい展示となりました。
⿠解説パネルが研究会のポスターセッションのようになったのは評価の分かれるところでし
ょう。
　○ ポスターは構成としては素朴で味のある感じだったが、予算のシワ寄せだったとかでちょっ
と迫力不足だった。あつかいようによってはむずかしくなる狩猟、食肉、農業被害の問題を
地元に根付いた人々の生活を通して、よくまとめている。
歴史的な紹介と産業との結びつきをまとめて、農業被害、食育、生命尊重といった多様な現
代の心情の問題を違和感なくまとめている。
　○ ⿠楽しんで調査して展示に反映させたのがよくわかる。
⿠パネルの文字が読みにくいのが惜しい。
　○ なぜ篠山を選定したのか？篠山と猪の関係は、他地域でもいえることなのか？
　○ イノシシと人の関係を多方面から追究したのは興味深い。ただ現代の部分は少し平凡な説明
となっている。
　○ 情報の集め方の問題のためか、文字資料が多く実物の少なさが目立った。歴史コーナーはま
とまりがあって興味深いものであった。
　○ ⿠パネルの情報が多すぎる。
⿠ハンズオンの毛皮はインパクトがある。
⿠解説キャプション、壁面パネルはきれいに作られている（パネルのカットも含め）。
⿠パネルの情報に比べて、モノ資料が少ない気がする。
　○ ⿠作品番号が必要。→展示と図録の対応のためにも。
⿠図録は独立した読み物のよう。 1 点 1 点の解説になっていない。→展示と図録が一致して
いない。
⿠「江戸の獣肉屋」は画像提供だが、図録本文中にはそのことにふれていない。→本物と複
製の区別は必要。
⿠本は重ねて展示しないこと。
⿠図録：ムック本として特に
　○ 説明文をもっと完結にしましょう（展示のキャプも）。長いもの、短いものがあって良い。
　○ ⿠展示としてのバランス（絵画作品）土佐派の作品
⿠薬他　調査は行き届いているが、作品展示のバランスも？
　○ 着想は現在の問題であるイノシシをテーマとしており面白い。展示品もケースに対して量的
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によい。イノシシのはく製に熱を発するライトをあてるのは避けるべきである。
　○ 横書き（逆時計）と動線が逆さま。ケース単位でまとめる？テーマを独立？タイトルが小さ
い。猪はかわいい。
ポスター：小さいフォーマット通り。
図録：キャプションと違う。書けるだけ書く。デザインは重要。
　○ ⿠ 篠山のイノシシを切り口として、過去と現在、人間と自然のあり方を豊かに描き出した点
は興味深い。
⿠現地篠山での調査、インタビュー、資料の借り出し等も熱心に行った成果がよく出ており、
高く評価できる。
　○ イノシシと人間の関わりは、縄文時代からの古いものであることについてもっと言及すべき
ではなかったか。篠山での在り方が、特別なものなのか、他の地域と比べてどうなのか、単
なる篠山の紹介にとどまっていないだろうか。展示解説が図録と同じもので、文字量が多い
と思う。イノシシについて調べており、展示もテキパキと行なっていた。
　○ 自然系、人文系にわたる多様な資料が展示されていますが、点数が少ないと思われます。パ
ネルが見やすいです。
　○ 展示照明：良　展示デザイン：良
版本を開いて、重ねての展示はNG。図録：表紙の写真タイトルがない。図録表紙とポスタ
ーの不一致。図録と展示の項目･細目の不一致。図録と展示の解説文の違いが大きい。図録
掲載写真と出品目録に共通のNo.をつける。図録と展示のごあいさつ文の違いが大きい。
なにわの観光 お伊勢参りから名所巡りへ
　○ ⿠ポスターデザインは素材をうまく生かして、慣れを感じます。
⿠展示対象の絞り込みが不十分。
　○ 昔の庶民の大きなイベントが周辺に与える影響を考えるという発想が良かったが、庶民感覚
の表現がもう少しわかり易く親しみ易いものに表現できると良かった。
大阪の歴史上の風景やでき事なら現代につながるものをもう少しひき出してもらいたかった。
　○ ⿠ 展示のストーリーの意図がわかりにくい。伊勢詣りは向こうへ行く話で、そのあとは大阪
の話になっているため、よくわからない。
⿠今宮戒と住吉の御札もなぜこの両社かがわからない。
　○ 伊勢参宮後大坂を廻る口実として琴平参詣が賞掲されたので、そのことを語る資料も展示し
てほしかった。
　○ なにわ名所、近世と近代の差異は何があるか。その背景説明が必要。
　○ 展示としては最もまとまりがあった。展示資料などがある程度集まり、完成度があったので
はないか。やや解説ラベルがうるさいのが惜しい。
　○ ⿠昔の名勝と現在の景色との対比は分かりやすいと思う。
⿠太田南敏のことは図録には出てこない。
⿠展示キャプションはきれいに作られている。
　○ ⿠伊勢参りは「なにわの観光」ではない。
― 59 ―
⿠清水寺の場面を展示するのなら、その解説が必要。
⿠江戸時代の大坂人による「なにわの名所」の観点が欠けている。
⿠複製と本物の混在が気になる。→図録には「複製」「画像」の明示すらない。
　○ やはり説明文が長く読みにくい。図録の文が全て明朝体で読みにくい。出品名などは文字を
大きくするか、書体をかえた方が良い。
　○ ⿠展示のバランス　解説と資料　配置
⿠ダルマピン目に痛い。
⿠キャプションは統一感がある。
⿠柄杓　伊勢。楯彦の絵と。
　○ クイズ形式の発想は面白いが子供向けではない。一工夫してほしい。
キャプションの文字が小さいし、多い。
　○ ごあいさつ横書きが食い違い。縦書き（逆時計）動線はいい。テーマ独立。
ポスター：バランスよい　図録：キャプションと違う。書けるだけ書く。デザインは重要。
　○ ⿠ 伊勢参宮とも連動する形で寺社参詣を中心とする江戸時代のなにわ観光と、鉄道をはじめ
とする近代文化が大きな要素となる明治時代以降の大阪観光の対比はわかったが、そうし
た変化をもたらした政治、経済、社会、文化的な背景をより知りたかった。
　○ 展示品のまとまりが今一つない印象がある。ややよくばりすぎたかもしれない。鉄道開通前
後の違いが分かりにくい。図録の本文と展示品がもつ情報、内容が今一つ合致しない印象を
持った。（本文は概説的な内容にとどまっている）。
　○ 展示資料が、印刷物が主となっていて、見ていて単調な感じがします。クイズはおもしろか
ったです。
　○ 展示照明：良　展示デザイン：良
図録表紙と裏表紙の写真はどこからとったのか、表示がない。図録と展示の解説文の内容の
違いが大きい。図録と展示のごあいさつ文の違いが大きい。展示にある大田南畝の解説が図
録に掲載されていない。展示されている写真パネルに題簽及び解説がない。
今日に生きる安部晴明 古より語り継がれる姿
　○ ⿠種々の関係資料を集め、古刊本を中心に展示する手法は小展示としてはアリ。
⿠第 1 章は不要では？展示、ポスター、図録ともデザインをガンバレ。
　○ 特別な能力をもち、大きな存在感のあったハズの人物と思われましたが、教科書的な説明に
終わっている感じがある。様々な事件の時代の背景やどのような処置をしたと考えられるの
か？それを現代に置きかえれば、どのような対応があり、どのような展開があったのか、と
いうような想像をふくらませることができる題材ではなかったろうか？
　○ 史料に書き下し文もないし、「わかる人にわかればよい」という展示。質問に対する対応も
同様だった。
　○ 清明の虚像と実像を明らかにしてほしかった。清明の活躍した10世紀がどのような時代であ
ったかという見通しがほしかった。
　○ 陰陽師の絵画史料、絵巻物の写真が必要。年表もう少しわかりやすく。現代で何故、清明が
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注目されたのかがわからない。展示のテーマは？
　○ 全体に展示の設計にとぼしく、集めた情報を効果的に示せなかった。無理な内容を展示に納
めて努力は多とする。
　○ 展示のキャンプションは、文字の左右に余白がないので、きゅうくつに感じる。
　○ ⿠ 「大鏡」や「古今著聞集」を江戸時代の版本で展示する意図がわからない。また、図録で
は成立年代明記、展示キャプションは出版年不明としている（図録とキャプションにそご
があっては観覧者がとまどう）。
⿠やんれぶしの説明がない。
⿠ 8 の図録解説　元文十一年（一七三七）は誤り。
　○ 年表はよく頑張って作りました。図録のキャプが全て ２ 度書かれている。現代を最後にした
方が良かったのでは。
　○ ⿠展示順序、作品の点数の問題。
⿠小説、DVDつかみに使うのは弱い。文献を前面に出した方がいいのでは？
　○ 文字が多い。順路がわかりにくい。字が小さい。
　○ 横書き（時計）で、動線はスムーズである。章、テーマ独立した方がいい。項目タイトル系
が全体に小さい。
ポスタ ：ーフォーマット通り　図録：キャプションと違う。書けるだけ書く。デザインは重要。
　○ ⿠安倍王子神社より貴重な資料を借り出した点は評価される。
⿠古代～近世に晴明が英雄化、物語化していく様子はわかったが、最近の陰陽師ブーム、晴
明ブームとの関係に説明がほしかった。
⿠明治初期に廃止令が出される以前の陰陽道や陰陽師の具体的な姿や社会との深いつながり
をふまえるとなおよかった。
　○ ⿠ 安倍晴明のイメージを、時代を追っていく方法はわかりやすい一方で個々の説明文の書き
方や展示品のみせ方にもうひと工夫ほしいところである。（後日もう一度見学すると、キ
ャプションが追加さたり、見やすくしたり、少し工夫がなされていた。見学者の指摘を受
けて修正した点はよかった。）
　○ 展示資料が、印刷物が主となっていて、見ていて単調な感じがします。クイズはおもしろか
ったです。
　○ 展示照明：良　展示：展示パネルの位置が高い
図録に掲載されている文庫表紙等の著作権について考慮したのか？図録にごあいさつ文は掲
載されているが、展示には項目だけ。図録と展示の項目解説が異なる。図録表紙と本文中の
掲載写真「清明の祈り」については色校正が必要。図録P.11の明治41年（1881年）のうち
1881は1908に訂正する必要あり。
浮世絵―大阪の名所展―
　○ ⿠展示タイトルは、“長谷川貞信大阪名所”のほうがピタリとくる。もっとそれに徹すべしか。
⿠“ラベル文字が小さい”と言われるかも。
　○ ほとんど風景画であったと思うが、平板な展示になっている。現在の風景と対比を試み、現
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在の場所の状況の紹介とともに、時代背景の試みが欲しい。全体としての主旨（作者の主張）
の推定を試みれば、そこから新しい興味もわいてくるだろう。大阪人気質にふれる解説が 1
枚あったが、もっと追求しても良い。
　○ 展示数が少ないし、ただ並んでいるというだけで、工夫もあまり感じられない。
　○ 描かれた対象物の説明はあるが、絵自体の説明がない。
　○ パネルの字が小さい。描かれた場所の意味の考察が必要。近世以来の由緒などの追求が不十
分。近代の浮世絵師の役割を考えることも展示に反映すべき。
　○ 展示物が定型化したものなので、全体にすっきりした展示。やや解説文字が小さいことと図
録に凡例、奥付がない点がおしい。
　○ ⿠作品が小さいのと、作品を押えている枠の紙が安っぽい感じがして残念。
⿠同じ作品が上下に並べられているが、その違いが説明されていないので展示の意図が分か
らない。
　○ ⿠展示作品を「大阪の浮世絵」の代表とするのは難しい。
⿠モウラ的に上方浮世絵史を促えた上で考えるべき。
⿠展示の仕方も図録の図版の並べ方も単調。
⿠図録とキャプションが連動していない。
　○ ライトによる色あせを心配したのか、展示がやや暗い。キャプ説明の文字が小さい。
図録に現在の写真も入れたらどうでしょう。
　○ ⿠タイトルと展示内容→大阪名所
⿠図録の色目
⿠「長谷川貞信と大阪名所」
　○ 文字が小さくて読みづらい。キャプションも文字が多過ぎるうえにポイント数が低すぎる。
資料を見るより図録の方がわかりやすい。照度を落とした説明がない。
　○ タイトルのうら、背景の処理が悪い。横書き（逆時計）キャプションに展示順番号で補う？
大阪鎮臺―大阪城が調整されているのか？
図録：キャプションと違う。書けるだけ書く。デザインは重要。今の写真との比較がほしい。
　○ 展示のタイトルと内容にズレがあり、近世でなく近代、江戸でなく上方、人物画（役者絵、
美人画）でなく、風景画をテーマとした点や ２ 代長谷川貞信の「大阪名所」を展示するコン
セプトやストーリーを明確にしてほしかった。
　○ 作品を並べるなかで、もう少しなにか掘り下げたテーマがほしいところである。単なる紹介
に終わっていないかと思う。二代目貞信の特徴とは何であるのかを伝えているか？図録の内
容も同様である。展示はキャプションが小さく読みづらいと思う。
　○ 大変地味な展示になっています。「大阪名所」だけでなく、貞信紹介のコーナー等をもうけて、
他ジャンルの浮世絵を取り入れる工夫があってもよかったと思いました。
　○ 展示照明：良　展示：普通
図録表紙とポスターの不一致。図録と展示の項目と細目が一致していない、解説文も同様。
図録と展示のごあいさつ文は一致している。ただし展示の文の文字が小さい。図録の表紙を
どこから転載したのか明示されていない。図録に出品目録が掲載されていない。
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総　　評
　○ 図録に展示品の大きさを入れておきましょう。
　○ 全体としては、次の点が気になった。
⿠資料の借り出しが難しいことは理解するが、現地での調査やインタビュー等がやや乏しく、
特に関大図書館所蔵資料に依存する度合いが大きいと感じた。
⿠各班のメンバーには、展示に関する知識や熱意にバラツキがあり、解説の力量に差がある
のは残念であった。
⿠原物と活字、画像など、資料の性格の違いを意識し、展示や出展表記の方法に留意すべき。
　○ 各先生の評価はありますが、各グループ、それぞれ頑張って、努力されたところがよくわか
ります。
各先生の評価を糧に、学芸員を目指して残り実習期間、頑張ってください。
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2017年度　博物館実習報告
―受講生のレポートから―
博物館展示における照明について
文15－199　北川　咲子
はじめに
　博物館の展示において、その展示を印象付ける大きな要素として、資料の配置や照明などが挙
げられる。今年度の博物館実習で多くの博物館の展示を観る機会があり、それぞれの展示で特徴
的な照明の当て方が見受けられた。そこで本稿では、資料の性格と照明方法について見学した展
示を例として以下で考察する。
1 ．京都国立博物館『海北友松』展（2017年 ４ 月11日～ ５月21日）
　海北友松は安土桃山時代から江戸時代にかけて活躍した絵師で、多くの水墨画を描いた。この
展覧会でもその水墨画が多く展示されており、特に友松の代表作とも言える雲龍図が今回の「目
玉」となっていた。特に照明に関して特徴的だった箇所がその雲龍図である。展示構成は友松の
生涯を時系列でみていく形となっていた。今回の「目玉」である雲龍図は晩年の作品になるので
展示の後半にある。
　展示の多くが紙資料で美術品であるため、間接照明以外の照明はほとんど施されていなかった。
雲龍図の展示室では照明が最低限に抑えられており、必要な箇所のみに柔らかな光のスポットラ
イトを当てていた。また、壁の色も黒くされており周りからの光の反射を抑えられている。照明
を落とすことによって、実際の寺院で見ているような感覚になり、雲龍図に描かれる龍の躍動感
をより強く伝える効果が出ていると思う。
　しかし、照明を最低限に抑えているため足元が見えにくく、周りの人とぶつかりやすいなど弊
害も生まれた。これに対して、展示室内では足元に最低限の照明を当てたり、解説パネルは展示
スペースの入り口に設置したりと工夫があった。この工夫についても、展示資料の近くには照明
を当てることができないため周辺はやはり暗く、解説パネルで混雑するなど多少の問題点はあっ
た。総合的に判断すると、雰囲気作りができており、展示資料の良さを引き出した展示であった
と言える。
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2 ．東京国立博物館の刀剣展示
　刀剣の見方については博物館実習で河内國平先生と河内晋平先生に教えていただいた。東京国
立博物館の刀剣の展示はその実習の前に見学したため、考察が不十分な点があると思うが、照明
の当て方に工夫があったため以下で述べる。
　日本刀は姿で時代を、地鉄で産地を、刃文で作者を判断する。特に地鉄と刃紋は光を当てない
と明確に観察することができない。そのため、日本刀の展示では照明が重要になる。東京国立博
物館では上からの間接照明に加えて、下からスポットライトを刀剣に当てていた。地鉄は間接照
明の光で十分に観察することができるが、刃文については斜めの角度からの照明があると観察が
しやすい。そのため、下から斜めに光を当てることによって、刃文が観察しやすくなっていた。
　最近は「刀剣ブーム」とも言われているように刀剣を見る人も年代も広がっている。東京国立
博物館では、「目玉」となっている刀剣に多くの人が集まるため、動線が乱れないように仕切りが
設置されていた。刀剣を多くの人に観察してもらうために照明を整備することも重要であるが、
今まで以上に資料の配置も見直す必要があるように感じた。
3 ．関西大学博物館「なごみのガラス」展（2016年 ４ 月 1 日～ 6月30日）
　ガラスの展示で印象に残っている展示は、「なごみのガラス」展である。ガラスを資料の中心と
したこの展示会では、ウランガラスが展示されていた。ウランガラスは蛍光を出すことで知られ
ているが、この蛍光が展示で表現されていた。ウランガラスの展示ケースは黒い幕をかけ、ブラ
ックライトを用いてウランガラスの蛍光を出していた。他の展示会でブラックライトを用いた展
示を見たことがなかったため、この展示は新鮮に感じた。また、ウランガラスは日常で使用され
るときは発光していない。この展示ではわざわざブラックライトを使用し発光させることによっ
て、日常では見ないガラスの一面を見ることができた。展示では、学芸員が来館者にその資料を
どのように見て解釈してもらいたいかによって、展示方法が変わることを博物館実習を通して学
んだ。この展示ではあえて日常とは異なる一面を見せることで、ガラスの美しさの観点が広がっ
ていると感じた。
４ ．実習展での実践
　2017年度関西大学博物館実習展において照明について工夫し考えた点【写真を参照】、各班での
照明にについて以下で述べる。
　私が所属していたなにわ班では、特徴的な照明の工夫はなかったが、覗き展示ケースに入れて
いた『玉造稲荷舞台（写真浪花百景）』が錦絵であったため照度を他の展示ケースよりも低くし、
30lux 程度に抑えていた。錦絵とは多色刷りの浮世絵版画であり、様々な顔料が使用されている。
光を当てることで作品の色は褪せ、作品が傷む要因になる。そのため展示の照明についてはその
作品の所有者に確認をとる必要がある。なにわ班では他にも色彩が豊かな『お伊勢参り（菅楯彦
作）』もあったが、所有者に確認したところ照度は落とさなくても構わないとのことだったので、
その展示ケースは照度を120 lux に設定した。
　しかし、錦絵を入れた展示ケースの照度を落としたことによって、同じ展示ケースに入れてい
た『大神宮おかげまいり柄杓』の墨で書かれた文字が読み取りにくくなった。読み取りやすくす
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る案としてスポットライトを当てたり、置く位置を変えたりと案が出た。スポットライトは展示
ケース内に入れると圧迫感もあり、何より錦絵に光が多少なりとも当たるため現実的ではないと
いう結論に達した。現実的な方法として位置を変えることになり、資料を手前に動かした。多少
読み取りやすくはなったが、来館者の方々からは「何と書いてあるのか」「読み取りにくい」とい
う声が多く、こちらが声をかけて解説することで読み取っていただいた。解説パネルにも表記は
していたが文字が小さく、文章量が多かったため読んでいく人は少数であった。そこで博物館展
示は第一に資料を見せることを重視することが重要であり、はじめから解説パネルで補うという
考えをしていると資料が活きないことを痛感した。
　他の班でも照明に工夫が見られた。浮世絵班では、なにわ班と同じく作品を傷めないように照
度をできる限り落としていた。浮世絵班の展示資料がすべて美術品であったこともあり、展示ス
ペース全体が暗くなっていたことが作品保護の観点から生まれる難点として挙げられる。イノシ
シ班ではうり坊のはく製にスポットライトを当てていたが、それについて先生方や実習生からは
はく製が傷まないのかという指摘が出ていた。イノシシ班の方は所有者から照明を当てる許可を
得ているとのことだったが、その光は非常に強かったと思う。
　他にも展示を構成し、照度を確認しているときに壁面と底面では照度が異なることなど、考え
れば容易にわかることでも意識していないと、思い至らないことがあった。そのようなことから
も、展示を構成することは総合的に物事を判断できなければ、より良い展示にはならないと感じ
た。
おわりに―博物館実習を履修しての成果と今後の課題―
　博物館実習を履修して大きく得たことは、まず博物館展示や博物館資料についての知識である。
博物館実習で受けた講義の分野の幅は広く、自然科学系の博物館についての講義やフィールドワ
ークがあり、その実態や博物館での工夫を知ることができた。また、人文系の分野についても、
表具や刀剣、拓本、茶室での実習など普段では体験できないことを経験することができた。先生
方が強く言っておられたように、これらは経験する機会が少なく、特に刀剣は他の大学では体験
できない実習である。しかし、学芸員としては当然身につけておかなければならない知識、技能
である。この経験は学芸員として働くときに大きな自信になると思う。
　次に、実習展は大きな経験の一つであった。今までに得た知識を応用して実際に自分たちで展
示を作ったことで、知識は頭の中にあるだけでは意味をなさず、実践し技能として身につけてこ
そ意味があることを実感した。また、実習展を班員と作ることを通して、協働することの困難さ
も味わった。実習展では自分の知識を使って作業することもあるが、班員と作業することがほと
んどであった。それぞれ考え方の違う人と作業することは上手くいかないことも多いが、自分た
ちの展示を一つ作り上げることで、共通して大きな成果をあげることができたと思う。
　博物館実習では、幅広い分野にわたって多くのことを学ぶことができた。しかし、先述したよ
うに、実習展を通して、授業で得た知識を身につけることができていないと感じた。今後の課題
としては積極的に文化財や博物館での仕事に触れ、自ら実習で得た知識を活用する機会を得る努
力をしなければならないと思う。日本刀や拓本、煎茶の研修は関西大学博物館で実習実践研修会
として開かれることもあるため、そのような機会にも積極的に参加したい。
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　最後に、本稿で取り上げた照明については学芸員資格の講義を受け始めて特に注目して見てい
た。博物館実習や自分で機会を作って見学に行った博物館で様々な種類の照明を見ることができ
た。博物館実習が始まってからは、照明と展示資料の配置との関係についても見るようになった
が、第 ４ 節で述べたように上手く実践することはできなかった。その点が少々心残りであるが、
実習を通して博物館展示の見方が広がったと感じる。これも実習を通して得たことの大きな一つ
であると思う。
写真　実習展での錦絵（写真中央下）と柄杓（写真中央上）
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展示場の入口
文15－594　藤本　悠希
はじめに
　私は一年間の博物館実習の授業を通して授業内外で様々な博物館施設（博物館相当施設も含む）
を訪れた。その中で私が最も注目したのは各博物館の「展示場の入口」である。
　博物館の施設そのものの入口には受付や券売機が設けられており、俗世間的な印象があるが、
「展示場の入口」は、来館者を展示場という非日常へと誘う来館者にとって展示場の中でも最も重
要な要素の一つであると私は考える。本レポートではこの博物館の「展示場の入口」に注目し、
実際にどのような入口が設けられているのか、その入口にはどのような効果があるのかについて
述べる。
　なお、来館した博物館は博物館実習の授業の一環ではない個人で訪れた博物館も含む。また、
博物館施設そのものの入口が展示場の入口となっているものも含み、展示場は特別展か常設展か
は問わない。
1 ．「展示場の入口」とは
　本レポートでは「展示場の入口」を、“チケット購入などの受付がある場所から展示資料が並べ
られている部屋に向かうまでの空間”と定義する。また、大規模な博物館には、展示場に向かう
までのエスカレーター・エレベーター、導入用映像を流す部屋などが設けられている場合がある
がこれも「展示場の入口」とする。
　ほとんどの「展示場の入口」に設けられているのは〈はじめに〉と〈写真に写すことのできる
オブジェ（以下、オブジェ）〉である。〈はじめに〉は、その展示会の趣旨や、展示を行うに至っ
た背景（○○生誕百周年など）、協力機関や観覧者へのあいさつを述べたものである。展示場の壁
（展示毎に代わる簡易な壁）に直接書かれる場合や、パネルが設けられる場合や、稀にスクリーン
に映された映像が用いられる場合などがある。〈オブジェ〉は、その展示会の目玉展示の資料をモ
チーフにした特大パネルや立体物を指す。
2 ．来館した博物館の「展示場の入口」
　以下、訪れた各博物館における展示場の入口について検討する。なお類似するテーマの展示場
や類似する規模の博物館は併記する。
①　京都国立博物館と東京国立博物館
　京都国立博物館（以下、京博）と東京国立博物館（以下、東博）は双方共に歴史ある国立博物
館である。
　京博の特別展の展示場の入口は、平成知新館の自動ドアを抜けてすぐ目の前から始まる。多く
の場合、ドアの向かい側の壁に大きく展覧会のタイトルロゴが描かれ、そこに目玉展示のポスタ
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ーが貼られていたり、展示テーマを示す〈オブジェ〉（『坂本龍馬展』では坂本龍馬の像）が設置
されている。その空間は撮影が可能であり、〈オブジェ〉を抜けてエレベーターを上がるとすぐに
展示場がある。「展示場の入口」自体は広くないが、大きな展示会タイトルとオブジェやポスター
はインパクトがあり、館内に入った来館者すべての目を引くことであろう。
　東博の展示場の入口（ここでは特別展を開催する平成館のみを対象とする）は、京博同様入口
に入ってすぐ目の前に展示会ポスターと同じデザインの大きな垂れ幕がつられており、これも来
館者すべての目を引くであろう。
　京博と東博の特別展の「展示場の入口」は意匠を凝らした個性のあるものではないが、国立博
物館らしい広いスペースを生かしたインパクトの強さで来館者を引き込むものとなっていると考
えられる。
②　国立民族学博物館
　国立民族学博物館（以下、みんぱく）の特別展は特別展示館で催される。特別展示館の「展示
場の入口」は多くの場合、特別展タイトルが大きく書かれた壁を抜けてすぐに、目玉展示そのも
の、もしくは目玉展示の複製が置かれていることが多い。特別展『夷酋列像―蝦夷地イメージ
をめぐる 人・物・世界―』では受付を抜けるとすぐに夷酋列像があり、特別展『よみがえれ！
シーボルトの日本博物館』では、目玉展示であるシーボルトの肖像画とシーボルトの人物像につ
いて紹介する映像が流されていた。一方で特別展『見世物大博覧会』では、意図してか意図せず
かはわからないが、「展示場の入口」からすでに展示内の見世物小屋の音声が聞こえており、さな
がら来館者を見世物小屋へと誘う呼び込みのように感じられた。
　このようにみんぱくの「展示場の入口」は、各特別展によって趣向は違うが、大きな壁に囲ま
れた「展示場の入口」に、展示テーマを端的に示すものを持ってきているという点では京博や東
博に近いものの、さらに意匠を凝らした、より来館者を展示へと引き込むことのできる「展示場
の入口」になっているのではないであろうか。
③　京都文化博物館
　京都文化博物館（以下、文博）は年に数回特別展を開催しており、2016、2017年度においては
京都国立博物館『坂本龍馬』展
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『国立カイロ博物館所蔵 黄金のファラオと大ピラミッド展』、『戦国時代展―A CENTURY of 
DREAMS―』、『いつだって猫展』など、普段博物館になじみのない人にとっても展示内容が想
像できるような展示会を多数開催している。これらの特別展の「展示場の入口」に共通して言え
ることは、展示場に向かうエレベーターの向かい側のスペースと展示場の階のエレベーターの扉
が開いてすぐ目の前のスペースに、写真撮影ができるポスターのデザインと類似した大きな〈オ
ブジェ〉が置かれていることである。前者もインパクトがあり、写真撮影をする来館者が多数み
られるが、なによりも後者の〈オブジェ〉は扉が開いた目の前にあるので非常にインパクトが強
い。エレベーター前なのでここで撮影する来館者は少数だが、そのインパクトは来館者を展示に
引き込むのに大きな効果があるであろう。しかし〈はじめに〉はオブジェにはなく、少し離れた
展示場に入ってすぐの壁にそれが書かれている。
　このように文博の「展示場の入口」には“展示に引き込む”効果と来館者を“楽しませる”効
果があるのではないであろうか。大きな〈オブジェ〉は確かに京博に近い「展示場の入口」であ
るが、京博よりも来館者の立場に立った、来館者を楽しませる工夫がなされていると私は考えて
いる。下の写真（右）の〈オブジェ〉はエジプトブームの一端となったメジェドを模した〈オブ
ジェ〉である。
④　長崎原爆資料館と広島平和記念資料館
　長崎原爆資料館と広島平和記念資料館は、長崎・広島を代表する原爆をテーマとした博物館で
ある。
　長崎原爆資料館の「展示場の入口」は長い螺旋状のスロープから始まる。スロープの壁には2010
年から1945年まで遡るように年号が書かれており、展示場に着いた時、ちょうど1945年 8 月 ９ 日
になる。ここで一旦「展示場の入口」は途絶えるが、受付を抜けて本格的な資料の展示に入る前
に、長崎が被爆した当時の様子を再現した部屋がある。ここには様々な原爆の被害を示す〈オブ
ジェ〉が設置されているだけではなく、当時の音や映像も流されている。
　広島平和記念資料館は受付を済ませて階段を上がると長い廊下がある。廊下の壁は真っ白で特
に変わった点はないが、その廊下の奥、突き当りにきのこ雲の写真が一面に張られた壁がある。
京都文化博物館『いつだって猫展』 同『国立カイロ博物館所蔵黄金
のファラオと大ピラミッド展』
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さながら原爆投下当時にタイムスリップするようで、最初の展示である被爆した人々の蝋人形へ
スムーズに引き込まれる。
　両館の「展示場の入口」は共通して、心理的に来館者を展示テーマと同じ時代へタイムスリッ
プさせる効果があると考えられる。展示へ引き込む力は極めて高いであろう。同様の「展示場の
入口」を展開する博物館には江戸東京博物館や大阪くらしの今昔館がある。
⑤　森アーツセンターギャラリーと大阪文化館
　私は博物館実習の東京都下見学の前日に、東京六本木にある森アーツセンターギャラリーで『創
刊50周年記念　週刊少年ジャンプ展VOL. 1 　創刊～1980年代、伝説のはじまり』を観覧した。そ
の趣旨故に必ずしもその展示の全てが森アーツセンターギャラリーの職員の手によるものではな
いかもしれないが、そこで他には大阪文化館でしか見たことのない「展示場の入口」が展開され
ていた。
　森アーツセンターギャラリーの同特別展示では受付を済ませてからエレベーターに乗って展示
場へ移動する。展示場に入る直前に小さな個室に通される。そこにはベンチのような椅子が数脚
並んでおり、来館者が座っていくと目の前の壁に映像が流れ始める。映像の中では、様々な週刊
少年ジャンプの歴代の作品の世界が展開され、来館者を当時のジャンプ本誌の世界へと引き込ん
でゆく。その映像が終わると、次の展示室へのカーテンが開き、展示が始まるのである。大阪文
化館の『魔女の秘密展』もほとんど同じ要領で、展示へと引き込む映像を見る部屋が「展示場の
入口」として設けられていた。
　このように両館では映像を使用し、さらにそれを来館者すべてに確実に見せることで、来館者
をより容易に展示へと引き込む「展示場の入口」を展開している。
　なお、両館の「展示場の入口」は写真撮影が禁止されている。
実習展の入口
　2017年11月12日より開催された博物館実習展では、館内スペースの制限や同じ室内に ４ つの展
示があることから「展示場の入口」に特にこだわることは叶わなかった。しかし、数点予定して
いた実習展の「展示場の入口」があったため、本レポートで紹介する。
　我々なにわ班は「なにわの観光―お伊勢参りから名所巡りへ―」を企画した。我々の班のポ
スターは、担当者がデザインを専門としている父親より助言を得て作成したため、ある程度デザ
イン性の高いポスターになったと考えている。そのため、このポスターのパネルを展示スペース
の入口に置き、インパクトをつけようとしたが、動線や他班との調整により叶わなかった。
　他に、「展示の入口」及び展示内に攝津名所図会の中の旅人の絵をモチーフにしたパネルが展示
の案内や展示の解説を行うというものを考えた。これは他の設営準備に時間がかかったため、そ
こまで手がまわらず、実施は叶わなかった。
まとめと博物館実習を履修しての成果と今後の課題
　「展示場の入口」は上記のような数点のパターンとその折衷パターンがほとんどではないだろう
か。そのある程度定まったパターンの中で様々な工夫を凝らすことで、「展示場の入口」の効果は
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無限に広げることが出来るであろう。その一端が森アーツセンターギャラリーや大阪文化館の「展
示場の入口」なのではないだろうか。
　「展示場の入口」には基本的に展示資料がなく、展示の詳しい解説もなく、その展示全体の評価
を左右するような特に重要な要素はないであろう。しかし、その展示場に初めて来た来館者にと
っては「展示場の入口」は、その展示の導入として重要な要素の一つなのではないだろうか。そ
の理由は以下の四点である。
⿠「展示場の入口」の規模により、その展示全体のクオリティを推し量ることが出来る。
⿠知識のない来館者でも展示に容易に引き込まれる。
⿠写真撮影をすることで観覧した展示の記憶を形に残すことができる
⿠写真撮影をすることでSNSなどにその写真を載せることができる。
　博物館にとっても、スペースと予算さえあれば〈オブジェ〉は容易に設置することができる上、
その写真が拡散されれば来館者数の増加も見込めるため、「展示場の入口」は決して軽視できるも
のではないであろう。
　しかし、「展示場の入口」は、その展示の内容が充実して初めて手を尽くすことが出来る物であ
る。展示が疎かになっては「展示場の入口」がたとえ立派であっても、それはただのテーマパー
クの入口になってしまう。展示内容が充実すれば「展示場の入口」の展開も自然に定まってくる
のではなかろうか。その「展示場の入口」を実際に設けることが出来るかは予算と展示場のスペ
ースの問題であろう。
　博物館実習を履修したことによる私の中の最も重要な成果はやはり実習展によるものが大きい。
　我々なにわ班の実習展には多くの課題があった。その課題の大元を辿ると、すべては班員の知
識の不足、知識の共有の不足、それに伴う作業のやり直しや遅延にたどり着く。パネルや展示設
営など、見栄えに注意したが、知識の不足により、そのほとんどは水泡に帰してしまった。「展示
場の入口」への工夫などできるはずもなかった。
　実習展を通して、これまで様々な博物館を観覧する中で「展示場の入口」の工夫やインパクト
に注目してきたが、そのすべては学芸員による資料調査、展示資料の収集、技術があって初めて
達成されるものであると身に染みて感じた。これまで注目してきた「展示場の入口」の見方がさ
らに奥深いものとなったことは、私個人の中での実習展の大きな成果の一つである。これからは
展示内容そのものと「展示場の入口」を比較し、どのような工夫がされているのかさらに注目し
て観覧したい。
　また、様々な博物館の見学からも得る物が多々あった。博物館のバックヤードを見学すること
はもちろん、内情について知ることも博物館実習の授業なくしてはあり得なかったであろう。そ
れ以上に、多くの博物館を観覧することで、多少なりとも博物館を観覧する目が養われたと考え
ている。
　これからの課題は、実習展で強く感じた自分自身の知識の不足を克服するために、自分自身の
専門分野の研究を進めると共に、広く様々なものに興味を持って知識をつけていきたい。さらに、
より多くの博物館へ訪れ、自分の博物館を見る目を養いたい。また、そういった博物館の観覧や
知識を広げる中で、人や学問、物を問わず様々な縁を結んでいきたいと考えている。
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イノシシ班で得たこと
17M－2021　長谷　健生
イノシシ班の結成と展示の準備
　私は土曜日の授業であり、社会人の方も多く来られているため、初対面の人と交流を図ろうと
積極的に話しかけていくようにしていた。そこで出会ったのが、スポーツ用品店に勤務しつつ、
趣味でイノシシの狩猟をしているＦさんであった。一ヶ月ほど彼と一緒に授業を受けながら、ふ
と、「イノシシをテーマにすれば面白い展示ができるのではないか」と思い立った。縄文時代の
鏃、イノシシの描かれた絵画、イノシシを生贄にする祭、骨格標本や剥製など、幅広いアプロー
チができるのではないか。メンバーを集め、それぞれの得意分野を活かして展示を計画しよう、
と考え、企画をスタートさせた。授業で呼びかけをしたり、見学実習で仲良くなった人に声をか
けていって、十人の仲間を集めた。土曜日班は、社会人、他大学の院生の方も多く、専門もバラ
バラである。そのため、それぞれの知識を共有するために、勉強会を行った。その結果、展示テ
ーマは、「イノシシとの上手い付き合い方」を仮タイトルとし、ぼたん鍋で有名な丹波篠山にイン
タビュー取材に行きながら、展示の趣旨を決めていこう、と決まった。
　インタビュー取材をする、と決まったはいいものの、特に篠山に知り合いがいるわけではなか
ったため、猟師の方、ぼたん鍋屋さんを紹介してもらうべく、篠山市観光協会に相談の電話をし
た。そこから商工会議所の方を紹介していただいて、その方から篠山の猟友会のリーダーの方を
紹介してもらい、猟友会のメンバーで話上手な方を紹介していただくことになった。
　紹介していただいた圓増さんは、農家の作物を荒らされた「恨みつらみ」から狩猟免許をとり、
何十年も篠山で狩猟をされている大ベテランで、我々に狩猟の基礎と、猟師の成り手が少ない現
状を、「少しでも多くの方に狩猟に興味を持っていただきたい」という思いで話してくださった。
　さらに圓増さんは自分たちが獲ったイノシシを卸しているぼたん鍋屋さん「奥栄」を紹介して
くださった。奥栄は、全国でも唯一、ぼたん鍋屋にイノシシ牧場が併設されており、地元の猟師
さん方と協力して経営している。調理方法や猟師さんたちとの付き合い、地元の農家の方々との
協力、「傍生祭」というイノシシ供養の祭について教えていただいた。その他にも、篠山市エコツ
ーリズム推進協議会主催のスタディツアーに参加して獣害柵の点検、精肉店の解体処理場の見学、
精肉店の社長へのインタビューをしたり、猟友会のリーダーの方に実際に狩猟に連れて行ってい
ただいて、罠にかかった鹿を刺し殺すところを見学したりした。たくさんの人と関わり、たくさ
んの情報をいただいて、さらに使っている道具類などもお借りすることができたため、これを組
み合わせて、展示を作り上げていくことになった。
　さらに、イノシシの歴史の紹介として、関大所蔵の篠山の古文書である園田家文書を活用し、
篠山の人々とイノシシの関わりを明らかにすることができたため、タイトルを「イノシシと共に
生きる人々―篠山を舞台に―」となった。
　資料の借用に関して、特に苦労したのが、とある他大学の図書館との借用のやり取りについて
である。その図書館からは、画像の掲載許可とパネルでの展示許可をいただき、フィルムを郵送
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してもらった。その際、返却先の住所や日時を尋ねたにも関わらず、意図が伝わらなかったのか、
その件に関する返答がなかった。ともかく以前借用申請書類を郵送した時と同じ館長宛に送り返
したところ、それでは先方の都合が悪かったらしく、「館長宛では長期間確認できない、処分して
しまうかもしれない、弁償してもらう必要があるかもしれない」といった話にまで発展してしま
った。結果的にきちんと郵送されていることが確認され、図録を発送した際には非常に気に入っ
ていただきお礼の言葉もいただいたが、やはり資料の借用には執拗なほどの確認と慎重さ、そし
てトラブルを回避するための書類や領収書の類をきちんと保管しておく必要があることを痛感し
た。
　また、書類に関しては、大学図書館からの借用の際、書類の手続きが大変であった。かなりの
枚数の書類を扱った上、こちらの不備、先方のミス、両方が交互に発生して、何度も図書館と博
物館事務室を往復してハンコのやり取りをすることになってしまい、どちらにも非常にお手を煩
わせてしまった。こちらも、貴重なモノをお借りする上で当然のやり取りであるため、こういっ
た書類をミスなくきちんと作り上げることも学芸員にとって必須の能力であると感じた。
　大人数のグループで、グループ内で役割分担はあれど、どうしても仕事量を均等にすることは
できない。特に図録担当、パネル担当はそれぞれ一人がせざるを得なかったため、担当の二人が、
寝る間も惜しんで作業をしてくれた。深夜に打ち合わせや校正の電話をすることもたびたびで、
かなりの負担だったと思う。ただおかげで、先生方や来館者の方々にも、図録とパネルに関して
高い評価をいただいた。
　実習展期間中、声をかけていた親戚や他大学の友人、高校時代の恩師等、たくさんの人が来て
くれた。大学生にもなって、勉強の成果を見てもらえる機会はなかなかない。数ヶ月かけて本気
で取り組んだ自慢の展示だったため、本当に嬉しかった。また、篠山市エコツーリズム推進協議
会の旅行企画を行っている旅行会社の方も来てくださって、イノシシでツアーが組めないか、と
いう話題で盛り上がって嬉しかった。もし実現したら、ぜひとも協力させていただきたい。
博物館実習を履修しての成果と課題
　実習展を通して、様々な力を身につけることができた。一つ目は、事務作業力である。博物館
や図書館、篠山市役所や個人からの借用など、たくさんの書類を作成し、ハンコをもらい、提出
し、やり取りした。これは、社会に出てからももちろんどんな仕事でも行っていかなければなら
ないだろうし、ミスなく遂行するのが当然である。特に学芸員は、この世に一点しかない、弁償
の効かない貴重な資料を扱う仕事であるため、小さなやり取りの齟齬が大きなトラブルに発展し
かねないことも学んだ。
　二つ目は、リーダーシップである。実習班を結成した際、リーダーが一番忙しく働くこと、全
員に仕事を振って暇を作らないことが重要であると考えた。土曜日班は、普段から関大に通って
いる人が少ないため、集まって作業したり打ち合わせをする時間が短い。効率よく作業を進める
ためには、リーダーが事前に、「今回の議題はこれ、ＡかＢかを決める。作業を来週までに誰がど
こをどう進め、この人と交渉しておく。全体ではこの作業を行う」といったことを入念に決めて
おく必要がある。そのためのレジュメ作りを怠らず、明確に指示を出し続けるようにしたことで、
結果的にスピーディーで効率的な作業に繋がったと思う。もちろん、図録やパネルなど少数精鋭
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で頑張らなければならないことも多かったが、直前の展示準備の際には全員に仕事を振って作業
を進めてもらったおかげで、全班で一番早く展示準備を終えることができたことが嬉しかった。
　三つ目は、取材力である。我々の展示は、モノを集めて並べることよりもむしろ、インタビュ
ー取材の成果の展示であったといえる。猟師さん、ぼたん鍋屋さん、地元の農家の方、精肉店の
社長さんなど、それぞれのインタビューを文字に起こし、ストーリーを組み立てていった。その
際に注意したのは、本人が言ったことと意味が変ってしまわないようにすることである。必ず出
来上がった記事をインタビューした相手に送って読んでもらい、この内容で大丈夫であるか確認
をとった。結果的に、このことは書かないで欲しい、こういった意味で言った、と先方からたく
さん訂正や補足があったため、記事を書く際にはこういった確認作業が必ず必要であることを痛
感した。これを怠ると、インタビューさせていただいたにもかかわらず、その方々にとって不本
意な情報を世間に発信してしまうことになりかねない。
　四つ目は、博物館を見る目である。展示のキャプションの字のサイズ、対象としている年齢、
モノに対する説明の適切さ、キャプションを置く位置、順路のわかりやすさなど、今まで博物館
に行っても特に気に留めていなかった部分が見えるようになってきた。実習展終了後も、班の仲
間と一緒にあちこち博物館に行ったが、指摘したいポイントが山のように見つかった。それぞれ
の館で止むを得ない事情があるのかもしれないし、学芸員によって考え方が違うのかもしれない
が、有名で大きな博物館であろうとも、人間が作業している以上は起こりうる抜け落ちなのかも
しれない。こうした視点は、博物館学芸員にかぎらず、小売店で商品の陳列棚を並べたりする際
にも同じことが言えるだろうし、どんな仕事にも必要な見方であると感じている。
　課題もたくさんある。例えば、相当早め早めに動いたつもりであったが、やはり間に合わない
部分もあった。特に、「展示物に資料番号を付けて図録と対応させる」ということは、どこの博物
館でも当たり前にやっていることであるが、これがとにかく難しいことであると痛感した。図録
が完成する展示数週間前には、既に展示物をどこにどの順番で並べるのか確定できていないとい
けないからである。つまり、展示物を実際に並べずとも展示場が完全にイメージできていなくて
はならない。すごく難しいように感じるが、経験を積んでいけば慣れてできるようになることな
のだろうか。
　さらに、実際に資料をケースに並べるにあたって、よく見えるレイアウト能力はもちろんであ
るが、他にも習得しておかなくてはならない技術が様々ありそうである。今回の実習展では、借
用した版本二冊を、必要な部分だけ見えるように重ねて展示したが、この展示方法は本が傷むた
めいけない、とご指摘をうけたことがあった。他にも、モノごとに置き方や温湿度管理について
独自ルールが様々あるため、それを学んでいくことも、学芸員として経験を積み重ねていかなく
てはならない部分であろう。
おわりに
　博物館実習展は、自分の持てる全ての力を出し切った企画であったと、胸を張って言える。特
に、篠山まで ９ 回行き、調査や取材、パンフレット配りや協力依頼などを行ってきたという事前
準備は、どこの班にも負けない努力をした自信がある。見学した鹿の罠猟や、解体から製品化ま
での行程などは、たっぷり取材したが、ほとんど展示に反映させられなかったのが悔しい。
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　博物館実習を通して、共に頑張った実習展の仲間たちとは今後も付き合いが続いていくと思う。
また、何度も通った兵庫県篠山市には、非常に愛着が湧いている。第二の故郷である。 1 月23日
には、丹波篠山牛の生産牧場と農家を見学するエコツーリズムに参加してきた。篠山とは今後も
関わっていこうと考えている。こうした出会いも含め、後輩たちにも博物館実習の履修を強くオ
ススメしたい。また実習展も、ただ近隣の博物館からモノを借りてきて並べるだけではなく、イ
ンタビューなどを通して、人の思いを伝えるような展示を行って欲しいと考える。
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生涯学習の一環として参加した博物館実習
文履17－17　林　　茂樹
1 ．はじめに
　昨今教育現場においては、過去の詰め込み教育への反省から「カリキュラムの精選再編成」と
「学校スリム化」が大きな課題となり、現政権の唱える「働き方改革」の一端を担う方策として
「生涯教育」の重要性が叫ばれている。10年、20年前に自分が想定していた定年後の自己の人生設
計・生涯教育計画の基本的なスタンスも世の中の動静に合わせて大きく路線変更を迫られている
ようだ。私は今年の 3 月に定年退職が目の前に迫ってきている59歳、現職の高等学校の数学教諭
であり、たぶん今回のこの講義に参加させていただいている最年長の学生であろう。高校数学教
諭としての毎日を送る中で「博物館学」方面への興味を大きく膨らませてきた。もちろん職業と
して今更ながら今後の生活基盤にしようというわけではなく、将来博物館や美術館のボランティ
ア活動や運営に少しでも参加することが自己の豊かな人生を創生していくことができるのではな
いかと考え、「学芸員」という職業の本分、博物館というものの実際を知っておくべきであろうと
いう動機から今回この講義への参加を志した。参加をお認め頂いた関西大学の先生方には本当に
感謝いたします。この最終のレポートを書くにあたっては、「社会人が生涯学習の一環として参加
した」という視点でまとめてみたい。
2 ． 1 年間の講義を通じて
　科目等履修の申込の際、 1 年間の予定が示された日程表を渡されたとき、内容的に多種多様な
プログラムが用意されていることに驚く一方、今まで通信講座で博物館関係の講座を取ってきた
だけで「専門」と呼べるようなジャンルの素養のない自分にできるかどうか自信を持つことがで
きなかった。 1 回目の講義では、博物館実習の学習を一言で表すなら、「作法を勉強する時間であ
る」というお話であったが、どのような世界にも取り扱うべき基本的なマナーがあるのは当然で
あり、学芸員としてこれから資料貸借や交渉する相手方に対し「信頼される」ために必要なこと
であることを再確認した。
　年間の講義の中でも、特に印象に残ったのは「茶室の作法」と「刀剣の扱い」である。社会人
としていままで40年近くの歳月を送っては来たものの、茶室でのマナーについては全くといって
いいほど持ち合わせてはいなかった。しかし、基本的な和の作法の意味や所作ができていなけれ
ば到底「学芸員」として人に信頼され資料を預けていただくことはできないであろう。また関西
大学独自のプログラムである刀剣の手入れや観察法については、実際の日本刀に触れるのも、ま
たその取扱いの基本を体験することも私にとっては全くの初めての経験であり、本当に貴重な体
験ができたと思う。今まで映画や TV ドラマ等で見聞きしている程度のもので薄っぺらな表面上
のことでしか理解できていなかったことを、河内先生が丁寧で、かつ親しみやすい口調で説明し
て下さり、「時代」「産地」「銘」を知るための基本事項の授業は感銘の深いものだった。関西大学
での多彩な内容は、私にとって未熟な知識しか持ち合わせていない事柄を学習していくための「キ
ッカケ」を与えていただいたと考える。
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3 ．近隣博物館見学から学んだこと
　この講座は座学だけではなく、現地博物館・美術館に足を運んでのフィールドワーク的な要素
があり、いままで漫然と訪れていた博物館施設への「鑑賞する方法の変革」を意識できたことが
大きな収穫であった。特に滋賀県立琵琶湖博物館のバックヤード（収蔵庫・特別収蔵庫等）の見
学では、博物館は常設展・企画展の展示活動だけではなく、資料の収集・保存・分類そして継続
的な研究活動が学芸員の仕事の根幹であることを実感できた。
　今回私が注目して見学していたことは、博物館等の教育活動・地域社会と密着した施設として
の活動、つまり市民と博物館との連携・協働といった点にある。特に、伊丹昆虫館での市民を巻
き込んでの昆虫の収集・生態調査活動、ボランティアによる「街づくり」活動、友の会による共
同研究である。昔と違って、どの博物館・美術館にもこのような社会教育施設としての基本機能
が充実している実態を目の当たりにできた。
　11月末に大阪市立自然史博物館への見学企画が用意されていたのだが、このときは平日であっ
たため仕事（学校での数学の教育活動）を優先せざるを得なかったわけだが、後日個人で見学に
行く機会があり、「西日本自然史系博物館ネットワーク」が構成されていて博物館どうしの相互交
流や協働研究がなされていることを知った。専門的な交流だけではなく伊丹昆虫館・奈良県橿原
市との友の会交流・協働イベントが有意義に企画されている点は注目に値する。
　また、最後の学外見学実習となった大阪歴史博物館では、多くの方がボランティアとして研修
を積み、発掘現場実態紹介のイベントやハンズオンコーナーでの指導員、地下に埋まっている難
波宮の宮殿柱跡の解説ツアー等に関わっておられ、博物館の企画の一翼を担う重要な要因になっ
ていることに気づいた。たぶん科目履修生として今回私が学芸員としての基礎素養を勉強しよう
と決意した最大の理由は、このような博物館の教育普及活動に積極的に関わっていきたいと考え
たからである。その折に学芸員の基本的なスタンスや・資料の取り扱いを学習していく糸口をつ
かんでおくと将来の自分の豊かな生涯学習活動に有意義であると考える。
４ ．東京博物館施設見学回想
　東京での実習はかなりハードスケジュールで見学をこなさなければならず、三日間ひたすら歩
き回っていたような気がする。その中でも特に印象に残っているのは、今回の実習展でのテーマ
である浮世絵の収蔵で有名な太田記念美術館である。収蔵品のすばらしさはもちろんのこと、特
に入館してすぐ左手に設置されている畳敷きの展示場所が特に目を引いた。単なるケース展示で
はなく、畳の上に上がり、できれば座して鑑賞できるように少し低めに絵が展示されていたよう
な気がする。展示するものによってどのようにその資料を見て欲しいのか、どのようにすればそ
の資料の長所を最大限に演出できるかを考えることも学芸員の大事な使命だと再確認できた。ま
た二日目に広尾の「山種美術館」見学後、偶然近郊にあることを知り、訪れた國學院大學の大学
博物館も印象に残る一館である。大学設立の特徴をフルに生かした国学関係の資料、神学関係の
資料の多さや系統的な展示に圧倒され、また貴重な考古学資料の豊富さに大学図書館の持つ使命
の大きさに気づくことができた。また西南学院大学との相互企画の展示があり、幅広い大学博物
館の業務を見学することができた。大阪に在住していれば、目を引くような大きな展示がない限
り、なかなか東京・関東近郊まで出て博物館を訪れる機会はない。しかしながら今回様々なタイ
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プの博物館施設を集中的に見て回るという貴重な体験ができたことで、今後の人生での一つの目
標を獲得できたように思う。
５ ．実習展の反省
　年間のカリキュラムの中で一番重要な課題である実習展では、座学で講座を学習することや、
1 回限りの実習・演習企画はなんとかこなすことができたとしても、社会人学生である私にとっ
ては、他の若い世代の現役学生との共同作業となり、かなりハードルの高いものである。特に今
回は金曜日組・土曜日組のほぼ同数の混成チームであったことと、冒頭でも述べたように私個人
が専門といえるほどのジャンルを持っていなかったことが、さらに不安感を増大させることにな
った。
　後に講評の段階で、根本的なご指摘として、展示の意図やコンセプトの不明確さや展示キャプ
ションの小ささやポスター配色の不明瞭さ等々があり、金曜班・土曜班での意思疎通が出来てい
なかったため生じたものである。特に社会人参加の私にとって、ウィークデー中は正業に追われ
ており、なかなか話合いの機会が持てず、じっくりと企画を煮詰めることは不可能であったこと
に起因すると思う。
　しかし、通常では在りえないほどの貴重な経験をさせていただいたことには感謝している。特
に教員として働いている私にとっては展示解説はどちらかというと得意な分野ではあるが、私個
人の専門的知識のなさを何回か露呈することもあり、基本的なこととはいえ学芸員にとって、自
分の専門知識を磨くことと専門外の内容でも必要最低限の知識を真摯に勉強すべきだと思った。
また鑑賞者が何をどこまで知ろうとしているかを瞬時に汲み取る人間力の必要性を感じた。特に
私にとってはこれから社会の中でボランティア的な活動をめざすためにはこのインタープリテー
ション的な実習は非常に役立った。
6 ．今後の展望と課題（おわりに）
　最終の総括の講義で先生方が指摘されたことが ２ 点あると考えられる。 1 つは自分の専門性を
磨き、いかなる博物館施設がどのような体制下に位置づけられても自分の立ち位置を明確化し、
能力が最大限に発揮できるように準備しておくこと。そして ２ つ目には、現代の学芸員という職
業に今何が求められているのかアンテナを高く掲げて柔軟に対応できる力を身に付るべきだとの
ことであった。
　今現在、自分には専門と呼べるジャンルがないに等しいことは痛感してきた。若干人生の中で
の時期的なことが逆転はしたが、専門的な知識を身に付けるためにも、一度若いころに諦めてい
た「考古学」もしくは「歴史遺産保存」等の勉強を一から始めようと思う。ただし今回実習展に
関わることで「日本美術」とくに「上方の浮世絵」についても興味を向けてもと考えるようにな
った。自己の専門を見つけ、私の一生の「学習」事項とすることが今現在の最大の課題であろう
と考える。
　その作業と平行して、博物館等が企画する地域のボランティア活動・友の会の研究活動・教育
普及活動の実態をしっかりと掴み、情報収集して、自分の力がどこまで活用可能かを模索しつつ、
残りの人生を豊かにするため「生涯学習」活動を継続していきたい。
